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武庫川学院の名称について
―関連資料の収集と整理―
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友　田　泰　正＊
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― 関 連 資 料 の 収 集 と 整 理―

About the Name of Mukogawa Educational Institute

友　 田　 泰　 正 ※

TOMODA, Yasumasa
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To Realize My Dream to be a Scientist

本　仲　純　子＊

MOTONAKA, Junko

＊ 元徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部教授、武庫川女子大学薬学部卒業生
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〔司会者〕

それでは時間になりましたので、ただいまから大学教育研究会を始めさせていただきま
す。

今回は、本仲純子先生にお越しいただいております。本仲先生には、昨年10月に行われ
た70周年記念シンポジウムにも来ていただいて、お話を伺いましたが、１人10分ぐらいし
か話せないという中でのお話でした。先生は今年度で御退官ということもあり、もっとお
話をお聞きしたいと考えまして、無理を言って再び来ていただきました。

この研究会の目的といたしましては、皆さんに差し上げた御案内にもあるとおり、まず
一つめは女子大学での学びを振り返っていただくということです。そして二つめは女性研
究者としてのキャリアの中での先生の御苦労とか、それを克服するための工夫とか、ある
いは喜びとかについてお話ししていただくということです。そして三つめは、男女共同参
画社会において、これから働く女子学生、あるいは職場の中ですでに働いておられる教職
員を支援するための御示唆をいただくことです。しかし、これは名目上の目的でありまし
て、本音としては今日はザックバランなお話をしていただければと考えております。その
後で自由に質疑応答をしていただきたいと考えております。肩肘張らずお気軽にお話いた
だければと思っております。

先生につきましては、私が紹介するより皆さんの方が多分御存じだと思いますし、それ
から、今からのお話の中で多分先生に自己紹介をしていただけると思いますので、早速、
先生のお話の方に移っていきたいと思います。

それでは、先生、よろしくお願いいたします。
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本日は、このような場にお招きいただきまして、どうもありがとうございます。光栄で
ございます。実はこの３月31日に退職いたしますので、そういう意味で呼んでいただいた
のかなという気がいたしております。

私が今日に至るまで、どういうふうに考え、どんなふうにやってきたかということをお
話しさせていただきます。皆さんの御参考になるかどうかわかりませんけれども、つたな
いスピーチをさせていただきたいと思います。

私は昭和20年の１月に生まれまして、８月が終戦でございました。ということは非常に
物のない時代に育っております。物がないのでほとんどのものが手作りでした。人形は母
の手作り、父が顔をかいてくれました。

私は４人家族でございまして、３才下の弟がおります。父はもともとは絵書きなのです
けれども、「家族を養うためにはどうしてもお金が必要なので薬屋をやっている」と本人
は言っておりました。母も薬屋を手伝っていました。結婚しまして７年ほど子供がござい
ませんでしたので、私が生まれたときは本当に喜びまして、物のない時代ではございまし
たけれども、蝶よ花よと大切に育ててもらったようで、幸せな子供時代を送っておりま
す。子供のときから踊りとかお茶など、いろいろおけいこごとをさせてくれました。「財
産は全部純子の体に入れた」と母が言っておりました。日本舞踊で４歳のとき初舞台を踏
んでおります。それからお茶、お花、お習字を習い、さらに一流の家庭教師もつけてもら
いました。そのころ戦後間もなくですので結構有名な方が疎開しておられまして、自宅ま
で算数と英語を教えに来てくれて、高校まで同じ先生が勉強を見てくれました。

羽ノ浦小学校を出て、徳島大学の附属中学校に入りました。田舎から１時間ぐらい列車
に乗って行くのですが、最初は背が小さくて満員の列車の中で人に隠れてしまって、大変
な思いで通学をいたしました。高校は有名な城東高校で、徳島では女子が行くには一番い
い高校でございました。その後、徳島大学の薬学部を受験したのですが、失敗して武庫川
女子大学の方に来ました。結果的にはそれで今の私があるというか、武庫川で培われたも
のが非常に役立っております。大学院は徳島大学の薬学部に入りました。徳島大学に入る
ときに、ドクターコースもできるということだったのですが、できなくて、最終的には博
士の学位は東北大で取ることになりました。

私が子供のときから、母は何か困ることがあるといつも１人で口ずさんでいましたの
は、「なせばなる　なさねばならぬ何事も　ならぬは人のなさぬなりけり」でした。それ
が、自然に私の体の中に入ってまいりまして、潜在意識の中にまで入ってしまっているよ
うな感じです。何か困ったことがあると、この言葉がいつも頭に浮かんでくるという状態
でございます。「初志貫徹」、これも母がしょっちゅう言っておりまして、この二つの言葉
が心の底の方に入っているんだろうと思います。

小学校のとき答辞を読み、中学校のときは歌ったり踊ったりが大変好きでございまし
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て、NHK の合唱コンクールにも出場しました。残念ながら全国大会へは出られませんで
したけども、卒業時に音楽で中学校から表彰してもらいました。

高校でも音楽体操部で歌ったり踊ったりの学生生活を送っておりました。子供のときか
らずっと日本舞踊をやっていましたが、習っていた男の先生が途中で亡くなられたんです
ね。その後もぼつぼつやっていたのですが、音楽体操もやっておりましたのでバレエがど
うしても習いたくなりました。武庫川女子大学薬学部の敷地の中の中正寮に住んでおりま
したが、寮監さんに頼んでクラッシックバレエを習いに行かせてもらっていました。大学
時代、神戸の国際劇場と宝塚劇場で「白鳥の湖」と「ジゼル」を踊りましたが、コールド
バレエを後ろの方でやりました。バレーをやってわかったのですが、やっぱり日本舞踊の
方がいいと思いました。日本舞踊は主役で踊れるけれども、バレエはその他大勢で後ろの
方で踊るだけだったものでしたから。

薬学部は２回生でございましたので卒業生がまだ出ていませんでした。先生方は多分、
大学の上層部から「国家試験100％合格」ということを言われて、すごい圧力がかかって
いたと思います。先生方は必死で教育してくださいました。徳島大学大学院に入ってから
わかりましたけど、授業科目とか単位数が多かったです。そのとき140数単位取っており
ました。先生方から選択とか必須の指導がなく全部取りなさいということで、とにかくあ
る授業科目を全部受講しておりました。授業料以上の教育を受けました。

大学寮の寮監さんは、非常に怖い寮監さんで、中学校の道徳の先生御夫妻で管理してい
ました。今では考えられないような厳しい状態で朝晩点呼があり、部屋にいるかどうか朝
７時に見回りにくるのですね。みんな起立して「おはようございます」と言う。そして夜
は９時にホールに集まって、そこで訓辞があります。女性は女性らしく、いいお嫁さんに
なるために。この寮で４年間おりましたが、よいお嫁さんになるための教育をしっかりと
されました。少しでも傷がついてはいけないというので、特に外泊するときは宿泊先で印
鑑をもらってくるようにというのです。いついつ外泊しましたという連絡が実家の方に行
くわけです。今では考えられないんですが、非常に手間のかかる教育をしていただきまし
た。120人一緒に入寮したのですが４年後に残ったのは10人で、その10人の中に私も入っ
ておりました。寮から大学の教室まで廊下づたいにスリッパで行けますので、非常に便利
でした。ここで４年間おりましたので、父と母はそのことを大変喜んでおりました。しっ
かりと管理してくれているということで。
１年生に入ったときからずっと木村先生が担任でございました。卒業研究も木村先生の

研究室で行いました。木村先生は今でも非常に私達のことを気にかけてくれております。
例えば私が博士の学位を取ったときだとか、教授に昇進したときとか、その都度、非常に
喜んでくれますのでそれが励みになっております。２年ほど前に、私たちの学年の同窓会
を徳島でやりましたときも、来てくださいまして大変喜んでくださいました。　　
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私は大学院にどうしても進学しないといけないと思いました。といいますのは、大学に
入ったときに、自分がどんな職業についてどう生きていこうかと考えたからです。キュ
リー夫人の伝記を高校のときに読んでおりまして、漠然とですが研究者に非常にあこがれ
ておりました。ここで薬剤師の資格を取った後、どんな職業があるかなと思って考えたと
きに、薬品会社に勤める、病院薬剤師になる、あるいは薬局に勤める。うちが薬屋ですの
で、薬屋の状況はわかっておりまして、あんまり魅力を感じませんでした。キュリー夫人
伝を読んだ影響もありまして、大学の先生にどうしてもなりたいと思いました。それが18
歳のときでございます。そう考えましたときに大学院に入らなくてはと思いまして、両親
に話しましたところすぐオーケーしてくれました。木村先生に大学院に行きたいと言った
んですね。そしたら120人もいるんだから１人ぐらい変わったのがいてもいいだろうとい
う感じで賛成してくれました。武庫川女子大のレベルがどのくらいか知りたいので、京都
大学も受けてみるように言われました。それで京都大学の大学院も受験しましたが学んで
いる内容が違っていて、書けませんでした。私は受ける前、大学で学んだことはほとんど
全部復習をしたんですが、ほとんど記述式で解けない問題が出ました。両親は徳島の方へ
帰ってきてほしいということでした。武庫川女子大学からは無試験でどうだろうと言われ
たのですが、母が帰ってきて徳島大を受けるんだったらさらに賛成だということで、徳島
大学大学院薬学研究科を受けました。運よく、たまたま合格したわけでございます。

徳島大学大学院に入ったとき、研究室に30歳の女性の先生が働いておられました。徳島
大学の薬学部では女性の教員は、助手ではおられましたけれども、上のポストには全然上
がれないような感じでした。後ほどこの先生は医療短期大学部へ移動されました。この先
生は非常に考え方がしっかりしていて、困ったことが生じても全然びくともしないような
方でございました。先生は二十歳のときに御両親を亡くされておりまして、１人で生きて
こられたという自信があるのか、どんな問題が起きてもきちんと自分で処理されるような
先生でございました。私にとりまして最初のロールモデルといいますか、ああいう生き方
があるんだなと思いました。先生は、私が教授に上がれるかどうか、ずっと心配してくだ
さっていたようでございます。

徳島大学の裏に眉山という山がございまして、そこでいろんな薬用植物を採集しまし
た。大学院ではそれを乾燥して成分を抽出して分析するということをやっておりました。
修士論文では、薬用植物の中のサポニンとアミノ酸を分析いたしました。

その後、私はどうしても大学院のドクターコースに行きたいと考えました。マスター
コースに入ったときに、徳島大学の薬学部にもドクターコースができると聞いていたの
で、期待してずっと待っていました。しかし１年たっても、２年たってもできなくて、そ
のまま徳島大学工業短期大学部に助手で着任いたしました。就職した時に初めて自分が女
性であるということを認識いたしました。それまで、働く上での男性と女性の差を全く考
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えておりませんでしたが、初めて自分が女であるということを認識せざるを得ないような
状況に陥りました。

大学の助手になって、組織がえ等いろいろありました。助教授には上がったのですが、
この間、25年間助手をしておりました。非常に私にとっては考えさせられたり、苦痛を味
わった25年間でございました。同時期に着任して同じように仕事をしているはずの男の人
たちはみんな昇格していって、残っているのは自分だけという状態が続きましたので、自
分がどうあるべきかとか、何がいけないのかとか、考えざるを得ない状況に追い詰められ
ておりました。幸い教授に昇任してからは大学のいろんな役職もつきまして、工学部の副
学部長も４年させていただき、今は学科長と職員相談室の室長もさせていただいておりま
す。非常に幸せにやっております。

ここで私の助手時代に話をもどしますと、研究の面で私は着任当時の助教授の先生の下
で先生がやられている研究の続きのような研究をずっとしておりました。研究自体は、実
際に自分が実験をし、学会で発表して、論文も書いておりました。ところが、短絡電流滴
定法を用いる微量分析法の開発をずっとやっておりましたけれども、それがドクター論文
に使えないという状況に陥りました。

このころ、結婚して間がないころですが、非常に悩みました。私は、中学校のときに芹
沢光治良先生の『巴里に死す』という小説を読みました。中学校１年生のときに『女学生
の友』にカット絵入りで載っていたのに興味をもって原本を読み、非常に感動しました。
その後『人間の運命』など芹沢先生の本をたくさん読んでおりました。先生は女性につい
てたくさんの小説を書いておられました。私は自分が女性であるということは一体どうい
うことなのかということを考えざるを得なくなって悩みましたときに、この先生のことを
思い出しまして、手紙を書かせてもらいました。「自分はこういう職業についているんだ
けども、女性であることについて悩んでるので、先生の御意見を聞かせてほしい」と手紙
に書きましたら、１週間ぐらいしてすぐ返事がきまして、いついついらっしゃいというこ
とになりました。私は喜んで主人と２人で先生の家へ伺いました。主人は日本舞踊を職業
にしております。日大の芸術学部の演劇学科歌舞伎舞踊専攻を卒業して、日本舞踊をずっ
とやっています。実は主人が６歳、私が４歳で同じときに初舞台を踏んでいまして、子供
の時から知っている仲でございます。主人は12歳で家元によばれて上京し、東京で尾上梅
幸さんのところにも勉強するために通っておりました。

働いていると女性の結婚というのは非常に大きな問題になってくると思います。ざっく
ばらんに申しますけれども、着任したときに教授から「あなたは女です」、「女だからあな
たには学位の世話はしません」ということをはっきり言われました。仕方がないので「私
は自分で取ります」とそのとき宣言したんですが、まあ生意気であっただろうと思いま
す。さらに、結婚しようとしたときも大変でした。主人の職業が日本舞踊という少し変
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わった職業でしたので、両親も上司も反対しました。もちろん両親は主人のことを知って
おりましたし、私は主人の両親を子供のときから見ておりましたので知っておりました。
しかし、私の親としましては、医者か大学の先生ならオーケーだけれど、職業がら不安定
な結婚には反対されました。その間いろいろお見合いもさせられました。私はずっと大学
の先生を続けたいと思っておりました。ある開業医の方とお見合いをさせられたんです
が、とにかく働くのはやめてすぐ家に入ってほしい、あるいは薬局で調剤するのは結構で
すみたいな感じで、大抵はすぐに仕事をやめて欲しいということでした。これには私は納
得できませんでした。ずっと働こうと決心していました。

母は、非常に子供をかわいがっておりましたので子供中心の家庭でした。母は私にとっ
ては非常にありがたい存在だったのですけれども、私のことで一喜一憂するわけです。私
が家からはなれ武庫川女子大に出て、その３年後、弟も京都薬科大学の方に出ました。そ
うしますと、母は子供がいなくなったことがさみしくて、うつ病じゃないですけど、ほと
んど食べられない状態が半年ぐらい続いたわけです。そういう母を見ましたときに、自分
にとってはありがたいんですが、自分がこういうふうになるのはいやだと思いました。自
分のやりたいことを母は私に託しているような感じがありました。やりたいことを母のよ
うに子供に託して、夢をすべて子供に託して生きるのはつらいと思ったんですね。そのと
きに自分のやりたいことは自分でやろうという決心をいたしました。

結婚もやはり自分の結婚であると考えました。「大病院のお医者さんの奥さんというの
は、非常にいい」と母は言っておりました。しかし働くという面からしますと、やめてほ
しいというのは困るわけです。主人の考えの方はそうではありませんでした。主人の仲間
にもたくさんの女性の舞踊家がおられるのですが、大抵は結婚とかを機に簡単にあきらめ
てしまっている。主人にしてみれば、大学時代あんなに必死で議論した舞踊観というのは
一体何なんだと思ったそうです。せっかく勉強したのだから、どうしても勤めたいのだっ
たら勤めるべきだという考えを主人は持っておりました。工学部の若い先生方もいろいろ
と結婚の候補に上げてくれたんですが、やはり結婚観がずれているようで、私としては結
婚することができませんでした。自分が職業を貫くためには、やはり自分の職業を支持し
てくれる人と結婚しようと思ったわけです。ただ、その相手が舞踊家という私には思って
はいなかった分野の職業でした。しかし、その考え方や価値観が一致し、この人と結婚す
ればうまくいくであろうという確信を持って主人と結婚いたしました。随分いろんな面で
支えてくれております。

なお、大学の上の先生の反対はプライベートな事なので納得できませんでした。２年後
に28才で両親に賛同してもらってやっと結婚できました。

芹沢先生にお会いしましたときに、「今、日本はまだ少しおくれているけれども、ヨー
ロッパだとかアメリカの方では大分女性が重要な地位についてきている。だから日本も間
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もなく女性がそういう職業の場で力を発揮できる時代は来るので、しっかりとそのつもり
で頑張ってください」と励ましをいただきました。そのときにキュリー夫人の話をしてく
ださいました。芹沢先生がパリに留学されているときに、キュリー研究所に友達がおられ
て、何度もその研究所を訪ね、キュリー夫人とお話しする機会がたびたびあったというこ
とでした。そこでキュリー夫人に、子供を育てることと研究することをどういうふうに考
えているかということを尋ねたところ、どちらも社会奉仕であると言われたようです。研
究することは社会に対しての奉仕であるが、よい子供を育てることも社会奉仕の一つだか
ら同じ次元だと言われたということでした。このとき私は、ああ、そういう考え方がある
のかということで、女であることの一つの意味を認識することができて非常に力づけられ
た、勇気づけられたという感じで、心を改めて大学の方に戻ったのでございます。

その後、芹沢先生は「よりそいて　いく久しき空のもと　大樹になれかし　よき二人は
も……」という言葉を色紙を書いて送ってくださいました。これは家の中に掛けて、いつ
も見られる状態にしております。

大学の上の方からは、女性であるから学位は取らせないと言われましたので、なんとか
しないといけないということで非常に自分自身もやもやした感じで焦っていました。京都
大学の方に手紙を書きまして、ドクターコースへの入学の問いあわせました。そのころ私
の関係した学会分野で京都大学の F 教授が非常に有名でございました。大学院のドクター
コースへ進みたいので受け入れてもらえないかと問い合わせたのですが、京都大学を卒
業、修了した人しかドクターコースには受け入れないという返事でございました。研究生
で受け入れてもらえないかとたずねました。それも３年先までもう決まってるので受けら
れないということでしたのであきらめました。

学会の方には定期的に出ておりましたら、田中（東北大学）先生がたびたび私の研究発
表に対して質問をしてくださいました。あるとき、学位を見てあげますよといってくださ
いました。しかしその時、田中先生が非常に立派な先生だということはちっとも存じませ
んでした。後で知ったのですが、田中先生は文部科学省の在外研究員制度ができた時の第
１号でございまして、東大始まって以来の優秀な方ということで有名な先生でした。この
先生が学位の面倒を見てくれるということでございます。「いくつ論文がありますか」と
聞かれたのですが、そのとき14報の論文がありました。しかしながら教授から、その論文
は自分の一連の研究であるからと言われましたので、そのことを田中先生に申し上げまし
たら、じゃあ今から始めましょうということになりました。そこから少し違った分野での
研究を始めることにいたしました。イオン選択性電極というのがそのころ新しかったもの
で、これを使って研究を始めました。１本10万円でしたけど、これで一応ドクター論文が
できました。これが最初の英文論文ですけれども、先生に随分指導していただきました。
最初、ヒドラジンの定量に関して日本語の論文にしなさいということでした。続いてヒド
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ロキシルアミンも同じように定量しましたところ、それも日本語の論文にしなさいという
ことでした。二つを論文にして持っていきましたところ、よく似た論文なので一つにまと
めなさいといわれました。一つの論文に仕上げて持っていきましたら、それを英語に直し
なさいといわれました。英語の論文一つつくり上げるまでに結局１年かかっております。
でもそういう指導で初めて英語の論文を書くことができました。

私は薬学部出身ですので、少し特徴を出さないといけないと思いまして、分析する対象
物をできるだけ生体関連のものを選んで分析いたしました。そのころ日本語論文は手書き
でございまして、コピーもございませんでした。ドクター論文を300ページぐらいで書く
のに非常に苦労いたしました。６年間かかってドクター論文を完成しました。

学位（理学博士）授与後、田中先生がただ定量するだけではおもしろくないので、電極
を自分でつくったらどうかと言われました。何も基礎はなかったのですが、電極を幾つか
つくりはじめました。一番最初につくったマンガン電極です。文献で調べましたところ、
マンガンとかクロムをはかる電極は報告がありませんでしたので、田中先生にそのことを
申し上げましたら、「それでは自分でつくりなさい」といわれました。でも実際に徳島大
学の方で上の先生に言いますと、非常に怒られました。「今まで電極など作った事がない
のに何であなたにできるのですか」と。しかし田中先生に言われているのでとにかくやら
なきゃいけないと思ってとりかかりました。田中先生には大変厳しいことも言われており
ます。

はじめて作製したマンガン電極がたまたま運よくアメリカ化学会の会員誌 CHEMICAL 
& ENGINEERING NEWS に顔写真入りで紹介されました。この電極の構造に新規性はな
く既存の液膜型の電極をつくっただけなんです。ただこの電極の硫化マンガンというのは
溶解度が比較的大きくて、頭のいい人ならつくらなかったと思うんです。私はあんまり頭
がよくありません、先生がつくれと言うのでつくりましたところ、珍しいということで会
員誌に載せてもらうことになったわけです。

その10年後、イリノイ大学に留学することになりましたけども、その前に皆さんにお話
ししなくてはならないのは出産の事です。学位を取りまして、２年後、38歳になったとき
に同級生が子宮がんで子宮を摘出いたしました。これは私にとりまして非常にショックで
ございました。「子供が生まれた時にはやめてほしい」ということはよく言われました。
相手は何げなく言っているのだと思うのですが、私には非常に心に残りました。そのよう
に言われたときには「私は子供は産みません」と言いました。以前結婚についても「結婚
するならやめてほしい」と言われたので、「どうしてですか」と聞いたんです。そうする
と「女の人は結婚すると手を抜いてあんまり仕事をやらなくなる」と言われました。それ
はいけないと思って、結婚はしましたけど手は抜かないように努力いたしました。できる
だけ仕事をしっかりするようにということで、結婚した前と後で変わらないように努力い
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たしました。それを言われていなかったら努力してなかったかもしれません。でも結婚自
体はプライベートなものであって、大学の公的なものではないと思いましたので、私もそ
のことに対しては反発いたしました。結婚した後もやめなかったので、せめて子供を産む
ときはやめてくれということでした。そう言われると産めないんですよね。助手というポ
ストは非常に立場が弱いものですし、状況もよくわからないんですよね。助手は一人前で
ないといいますか。

友達が38歳で子宮を摘出したことは非常にショックを受けました。「そうだ、女性は子
宮がなくなると子供が産めないんだ」と気付きまして、そのときは真剣に出産について考
えまして、どうしても子供を産もうと、このとき思いました。その前は何となく、子供は
何というか、しばらく産めない、欲しいとは思っておりましたけど、今は産めないと思っ
て暮らしておりました。道端なんかで朝大学へ行く時とか、夕方帰ってきたときに子供た
ちを二、三人遊ばせながらお母さんたちが寄って、井戸端会議をしてるんですよね。その
光景を見ると涙が出ました。子供を産みたいのに産めない状況に対しては非常につらいと
思いました。でも、どうしても勤めていたいという気持ちが強かったものですから、もう
少し先に延ばそうとして、出産はずっと後になりました。38歳のときに友達の子宮摘出で
ショックを受けまして、どうしても子供が欲しいというので出産をしたいと思いました。
ありがたいことに41歳のときに妊娠しまして、42歳で子供が生まれました。１人だけです
けども、私にとっては非常にありがたい子供でございます。

授業や研究にできるだけ影響を与えたくないと願っていました。生まれる子供に思いが
通じたのか、出産前日まで休まず大学へ通い授業もでき、夏休みに入った日に出産いたし
ました。この時ばかりは、健康な身体に生んでくれた母と自然の神秘に感謝せずにはいら
れない気持ちでした。妊娠して母親の体内で子供が発育していくこと、それにあわせて母
体も変化していく過程は実にち密で精巧であります。人間の力がおよぶ範囲ではありませ
ん。頭では理解していても、感動をもって実感するのははじめてです。このち密で精巧な
自然の営みが、人間、あらゆる生物、地球のみならず宇宙でも行われている事を考える
時、自然に感動し感謝せずにはいられません。

人間すべて、出産までの10ヶ月間を女性の体内ですごします。直接母体とつながり、行
動を共にするということは、その後に偉大な影響力を持っているにほかなりません。そう
考えると出産はなかなかやりがいのある仕事です。が、しかし、その反面女性の無知はお
そろしい結果を生む可能性があることも自覚したいと思います。

この不思議な大自然の中にいて、その精巧な仕組みに感動しつつ、わずかでも自然の神
秘を知りたいと望んでやまない一人であります。

その後、子供が４歳のときにイリノイ大に行くことになりました。周りの先生たちはど
んどん外国へ行って研さんを積まれておりましたので、私も行くべきだと思いまして留学
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したいと考えました。博士論文の主査をしてくださった田中先生が３度ぐらいポスドクで
の留学の話を持ってきてくれました。その都度、上の先生にそのことを申し上げたのです
けど、出してもらうことができませんでした。実は学位を取ったときも、東北大の決まり
として１年間だけ内地留学するシステムになってるようでした。大学の方にそのことを申
し上げましたけども、１年間も出るのはままならんということで反対されましたので、田
中先生に「出してもらえません」と言いました。そうすると田中先生は「あなただけ例外
的に内地留学なしで学位を出しましょう」と融通してくださいましたので、ありがたいこ
とに学位を取ることができました。

46歳のときにもう何が何でもやめさせられないだろうと思って、このときに思い切って
大学を出してもらうことにしました。

留学先の大学を選ぶときに田中先生に相談しました。アメリカの化学分野でイリノイ大
学は５位ぐらいです。主人は日本文化としての歌舞伎をやっていますが、「日本文化とい
う分野はイリノイ大しかありませんよ」といわれました。田中先生のお知り合いに横浜国
立大学の仁木先生という方がおられました。その先生がアメリカの大学をよく御存じで、
イリノイ大を紹介してくださいました。夫婦でこの大学で研究したり教えたりすることが
できました。

私が行きましたイリノイ大学のフォークナー先生という先生は、とても偉い先生でし
た。行ったときに学部長をされておりまして、後からアリゾナかどこかの学長になられま
した。電気化学の方面でも世界的に有名な先生でございます。

研究室の人たちも国際的でございまして、あらゆる国からいろんな方が来ておられまし
た。大学のアパートに入ったその次の日に、主人はイリノイ大学の学生さんとシカゴ市民
でつくっているピープル劇団とともに、ギリシャ悲劇を題材にした演劇を持ってヨーロッ
パの芸術祭に参加することになりました。主人を採用してくれた教授の佐藤先生が主人に
ぜひ歌舞伎の演技指導で同伴してほしいと言われたからです。アパートに入った次の日か
ら主人は１カ月不在でした。その間私はおばあちゃんと４歳の子供の三人で暮らしまし
た。

話はさかのぼりますが子供が生まれた時、主人の父は亡くなっておりました。主人の母
が別の家で一人で住んでおりました。母は１人になって何もする気がなくなって、健忘症
になりかけておりました。そういうところへちょうど私の妊娠が決まったわけです。途端
に元気になりまして、毎日楽しみにして布おむつを200枚以上縫い上げました。そして孫
の世話をしたいと言いだしました。医者に相談したところ、「とてもできる状態ではない
が、それほどしたいというなら、様子をみながら世話をさせてあげるように」ということ
でした。母はとても楽しそうに孫の世話をしてくれました。そうこうしているうちに、母
の七ヶ所ぐらい悪かった病気がよくなってしまって、お医者さんはびっくりしていまし
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た。私自体も母のおかげでいろんな要望をすることができましたので、教育の面でも非常
によかったです。

例えば、「お母さん、もし娘がこの本を読んでくれと言ったら読んであげてください
ね」といって、絵本をそばに置いて読んでもらうようにしました。そうするとある日、
帰ったら母がぼうっとした顔をしているので、「どうしたんですか」とたずねたら、「この

『おつきさまこんばんは』という絵本を朝から今まで読んでくれと言われつづけて、100回
以上読んだんだけど、まだ読んでくれと言うから頭がぼうっとしている」ということでし
た。お金を出して近くに預けていたらそういうこともできなかったと思うのですが、母だ
からいろんな注文を聞いてくれ、私としては非常にありがたかったです。

留学が決まった時も、「ついて行きたい」との母からの希望で、家族４人で渡米しまし
た。

娘をイリノイ大の保育園に預けたのですが、その送り迎えももちろん喜んでしてくれま
した。全然英語も何もできないのに、外国人の金髪の人とかに「ハーイ」とか手を挙げ声
をかけるんですよ。全然中国語もできないのに、同じ年ぐらいの中国人の家に上がってた
りね、もうわけがわからない。同じ日本人で留学されているいろんな人からの情報を集め
てきて、私に話をしてくれるのです。

だから１ヶ月間主人はいませんでしたけれども、結構楽しくやりました。日本ではペー
パードライバーでしたが、このときから車に乗りはじめました。あちらの方では車がない
と買い物にも行けない状態でございましたから…。

イリノイ大学には２万人ぐらいの学生さんが在籍していました。その中の100人だけを
より抜いて特別教育をしていました。将来のリーダーを養成するために、特別教育を大変
お金をかけてやっていたんです。その特別教養教育のクラスに講師で呼ばれました。ス
キップして早く学位を取る人がいるので、16歳ぐらいのあどけない顔をしている大学生が
堂々と討論をするものですから、その顔とのギャップに非常に戸惑いました。日本には伝
統と文化がずっと息づいていて、しかも世界で一番という科学技術がある。どうしてそれ
らが同じ国の中で同時に存在してるのかというのが、非常に不思議だというので、そのた
めの討論に呼ばれました。その後、主人と私の歌舞伎舞踊家と化学者の組み合わせの非常
にユニークな夫婦であるというので、また２回ほど、ユニークな夫婦研究ということで呼
ばれて討論のテーマになりました。

帰国後も留学中の微小電極の研究を継続し、現在まで多勢の学生さん達が発展させてく
れております。今の研究の基礎というのは田中先生からの「電極をつくるように」との指
導から始まりました。アメリカへ留学して、マイクロセンサーを勉強し、その後さらに発
展させて、今はいかにすれば簡単に安定した電極をつくれるか、長期間使用できるか、測
定精度がよくなるかという研究をやっております。同じ徳島大学生物工学科の先生が、温
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泉水の中から熱に強い酵素を取り出して、それを使ってくれないかといわれました。D －
アミノ酸が増えるとアルツハイマーになるということが最近やっとわかってきましたが、
この D 体を測定するセンサーを作製しております。カーボンナノチューブなんかも使っ
て感度のよい電極をつくっております。

幸いなことに2007年に徳島新聞賞（化学賞）を受賞させていただきました。着任当初か
らの知人が工学部長になりましたときに副学部長をやってほしいと言われて、４年間副学
部長をさせていただきました。そのときに学部長から推薦をいただきまして、徳島新聞賞
を受賞することができました。武庫川女子大を卒業された先生が同時に教育賞をもらわれ
ました。武庫川出身者が同時に２人受賞したのはすごいなと、このときは大学を自慢に思
いました。

私は日本分析化学会に属しているのですが、この学会は全国を七つのブロックに分けて
１年ごとに年会が回っていきます。しかしこれまで四国で開いたことは一度もありませ
ん。中国四国支部のときに、たまたま白羽の矢が立ちまして、徳島でやらないかというこ
とで私が実行委員長をさせてもらいました。ありがたかったです。日本分析化学会の実行
委員長に女性がなったのは私が最初でございました。年会が成功いたしまして、皆様から
褒めていただきました。

それから副工学部長をしておりますときに、役得でございますけども、ノーベル賞を受
賞された小柴先生とも親しくお話しさせていただきました。

研究とは関係ないのですけども、趣味で私は生け花とお茶と日本舞踊を続けて今もやっ
ております。26歳のときに生け花使節団としてニースに10日ほど滞在しました。モナコ宮
殿に日本人が上がったのは私たちが最初でございまして、このときにグレース王妃に会う
ことができました。ブルーのシンプルな服を着ておられました。非常に品がよくて、笑う
と口元がとてもかわいい感じの王妃様でございました。王妃様のおつきの方からフランス
人形と香水を１人ずついただきました。行ったのは40名ぐらいですが、このときにそれま
でに経験したことがないような楽しい思いを味わいました。上流社会に入った、そういう
気分です。音楽に合わせてダンスをしたり、皇室関係の人たちと一緒に食事をしました。
第１回の日仏友好協会がこのときに結ばれました。２年ほど前の「世界ふしぎ発見」のテ
レビ番組でこのことが紹介されました。

職業柄、多くの国に海外出張いたしました。インドにも行きました。田中先生がミネソ
タへ留学されたときに、インドからカプール先生が同じところへ留学されていました。こ
のカプール先生がインドのジョドプール大学で国際会議をするから来てほしいという話
が、田中先生のところにありまして、私の方に回ってきました。ぜひインドへ行きたいと
思いました。行くことを決めた後で、田中先生はやめた方がいいのではと反対の電話をく
ださいました。「行ったら死んでしまうかもしれない」ということでした。1500年の歴史
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が混在した大変な国でした。帰ってから下痢が３カ月ぐらい続き３ kg ほど体重が減りま
した。インドではプンゴール博士と同じホテルでした。この先生は、私が研究を行ってお
りましたイオン電極をつくられた大変有名なお方で、先生と親しくお話しすることができ
ました。その後、アラブ首長国連邦の方にも行くことができました。JICA の方にも短期
専門家として、行かせてもらいました。科学研究費補助金も５件ほど採択されました。東
南アジア地酸性雨の研究で３年間で10回ほど東南アジアの国々へ行かせていただきまし
た。

ルーマニアにも「化石燃料排出成分の実態調査」で科学研究費補助金で行かせてもらい
ました。エチオピアのゴンダール大学とも一緒に研究いたしておりまして、エチオピアを
２回訪問いたしました。大変貧しかったです。多くの人が医者にかからずに死んでいって
るわけですね。戸籍のない子供たちもたくさんいました。スラム街の子供の中にはトラ
コーマにかかり全然目が見えない子もいましたし、皮膚がエイズその他もろもろの菌で水
膨れになっていました。一緒に行った皮膚科のお医者さんも「こんなにひどいのは見た事
がない」とびっくりしていました。

大学に勤めさせて頂きましたことで、貴重な経験ができ充実しておりました。生まれ変
わってもまた大学で勤めたいと思います。

まだいろいろとお話したいことはございますが、ちょうど時間となりましたので、この
辺で私のスピーチを終わらせていただきます。

ご清聴どうもありがとうございました。
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Ⅰ．はじめに

武庫川女子大学教育研究所／子ども発達科学研究センター（以下、子どもセンター）
は、₂₀₀₉年４月に、教育研究所の下部組織として設置された。子どもを中心とした研究
は、発達障害の発生機序やストレスマネージメント、耐える力の形成など今日の喫緊の問
題を多く含む重要な領域であると思われる。このこともあり、本研究センターも時限付き
としてスタートしているが、科学研究費、西宮市委託研究、メディカ出版研究助成などの
外部資金と、学院より申請された私学研究助成などが示すように、その成果が大きく期待
されている。

現在、JST のコホート研究において蓄積されたデータ移管を円滑に行うための調整を進
めているが、移管後はできるだけ早くデータ・クリーニングと研究者の共同利用に関する
規程を作成し、データの有効利用を進めたいと考えている。設置２年目であるが、多くの
成すべきことが待っている。

Ⅱ．2010年度の子ども発達科学研究センターについて

１．本年度の取り組みについて

₂₀₁₀年度の取り組みの詳細については概要に述べられているが、従来の研究を継続しな
がら、研究の充実と社会還元をセンターのテーマとして取り組んできている。また、セン
ターは学院全体の国際研究交流に関する基盤作りの一翼として、フォートライトとその近
隣大学との共同研究設計にも携わってきている。昨年８月に学院とゴンザガ大学との間で
研究協力の覚え書きが交わされたが、研究センターはこの協定を活用して、ゴンザガ大学
教育学部と西宮市との共同研究として、中高生の生活実態調査の研究を計画している。こ
れは、子どもの研究をプラットフォームとして、子どもを取り巻く環境と発達に関する研
究として位置づけられている。

また、昨年₁₁月より、教育行政や子どもの育ちと教育に造詣の深い、玉井日出夫先生を
客員教授としてお迎えし、研究センターの構想や研究のまとめ方などのご指導を頂いてい
る。

２．外部資金の獲得について

子どもセンターは教育研究所の研究組織として、外部資金の獲得を期待されている。
₂₀₁₀年度の研究費としては、①科学研究費補助金　基盤研究（A：課題番号₂₁₂₄₃₀₃₉）、
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②西宮市保健所₁₀か月アンケート健康診査及びフォロー事業に関する委託研究費、③私立
大学経常費補助金特別補助の他、④三重中央医療センター、⑤メディカ出版などからの研
究助成費を受けている。

研究の成果報告は後述されるように、一定の成果をあげつつある。

３．次年度に向けて

₂₀₁₁年度の計画は概ね昨年通りであるが、臨床教育学研究科に発達障害を専門とする小
児科医である石川道子先生が着任されることもあり、地域連携を中心とした活動が活発化
すると考えている。発達障害の理解とともに、養育者への支援についての講演会等も開催
できればと考えている。

科学研究費による追跡研究の対象のうち、一部の協力者の方は₂₀₁₁年４月に小学校に入
学する。研究のメインアウトカムである、学齢期における社会性の発達と乳幼児期の行動
との関連性についてようやく解析できるようになる。

西宮市の乳幼児のフォローアップに関する委託事業は３年目を迎え、大規模コホート
データが集積されつつある。これらについては、市との連携のもと調査結果の発信を進め
ている。

国際比較研究については、研究交流覚え書きが交わされた、米国ゴンザガ大学との中高
生の生活習慣と学校での活動についての研究が₂₀₁₁年４月から開始される。この研究は、
西宮市教育委員会との協力で進められることになっている。

現在、これらの研究を進める上での人的資源の確保が課題となっているが、大学院生の
研究の場としてセンター事業が活用できないか検討を進めていきたい。

Ⅲ．2010年度活動概要

₂₀₁₀年度は、上記の計画に従って研究と研究交流が進められた。

１．研究交流事業

２月にゴンザガ大学のアンジャリ先生が教育研究所主催の国際セミナーで来日された際
に、発達支援に関する研究打合せと、西宮市の支援学校の訪問を行った。また、国際研究
交流委員会の事業の一環として、センターにおける子ども研究が位置づくかどうかの検討
会を行った。これらについては、₂₀₁₁年９月を目途に進められる予定である。

スポケーン市と西宮市の中高生の生活習慣と学習についての研究については、西宮市教
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育委員会との共同研究として、ゴンザガ大学との間で調整が進められている。

２．すくすくコホート三重・武庫川チャイルドスタディ

⑴　2010年の進捗
すくすくコホート三重では、５歳の調査が終了し、６歳の調査が計画・開始された。

NICU のコホート調査では、３歳６ヶ月児の調査が行われた。
武庫川チャイルドスタディでは、３歳６ヶ月児に対する観察調査を企画・実施した。

2010年の参加者は、３歳６ヶ月時点：観察・質問票の参加36組、質問票のみの参加14組
（返送見込み２組含む（2011年２月現在））、２歳６ヶ月時点：観察・質問票の参加２組で
あった。2010年は、次子の出生などによる多忙・市外への転居による中断があった。当該
児に関する個別相談や、同胞に関する相談も寄せられた。武庫川チャイルドスタディの観
察スタッフによる対応のほか、一部は小児科医との個別相談の機会を設定した。

すくすくコホート三重と武庫川チャイルドスタディ共同で、調査協力者向けのニューズ
レターを発刊した。
２月に科学研究費補助金のメンバーで、全体ミーティングを開催し、３年目を迎えるに

あたっての現状確認と今後の方向性について確認した。

⑵　今後の展望
すくすくコホート三重では、引き続き６歳の個別の観察調査を実施する。加えて、対象

児の一部が小学校入学を迎えるのに合わせて、入学時アンケート調査（一斉）を実施す
る。

武庫川チャイルドスタディでは、引き続き３歳６ヶ月児の調査を実施するとともに、５
歳の観察調査の企画を行う。

３．西宮市研究協力・受託事業

⑴　2010年の進捗
西宮市保健所地域保健グループとの研究協力は、₂₀₁₀年度も継続された。₂₀₀₈年に「乳

児後期アンケート」をパイロット研究としてスタートさせ、₂₀₀₉年からは、「₁₀か月児ア
ンケート健康診査」として市からの委託を受け、協力を継続している。また、アンケート
結果に基づき、ハイリスク児の抽出を行い、フォロー事業である「すくすく相談会」への
参加を促す取り組みも継続された。

₂₀₀₈年度中に開始された１歳６ヶ月児に対するアンケート調査も引き続き実施された。
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また、₂₀₀₈年にパイロット研究の対象となった児が今年度３歳５ヶ月を迎え、３歳児健康
診査が実施された。このタイミングに追跡調査が計画され、₁₁月よりアンケート調査が実
施されている。

⑵　今後の展望
パイロット研究のデータ整理を行う。０歳₁₀ヶ月・１歳６ヶ月のデータを接続し、フォ

ロー事業から得られたデータの検証を行う。また、３歳５ヶ月時のデータ・クリーニング
を進め、今後の分析方針を検討する。

健診ベース第１期（2009年度スタート）・第２期（2010年度スタート）のデータ・ク
リーニングと接続を行う。健診ベース第３期（2011年度スタート）のハイリスク抽出など
の業務を引き続き行う。

４ ．子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発
達」を学ぶ会

⑴　2010年度の取り組み
₂₀₀₉年度に引き続き、『子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発

達」を学ぶ会』（以下、学ぶ会）を開催した。₂₀₀₉年度は、発達障害の理解を中心に、子
どもたちのさまざまな育ちの道筋への理解や、子どもたちそれぞれの個性に合わせた見守
り方、子どもの育ちと学びをつなぐための方法などについて、専門職者とともに学びを深
め、支援提供を行った。₂₀₀₉年度の取り組みは、主に子どもの理解に焦点を当てたもので
あった。ところが、ケース・カンファレンスや、現場での問題を議論する中で、どのよう
に家庭・母親にアプローチしていくか、ということについて、現場ではさまざまな問題を
抱えていることが明らかになった。

そこで₂₀₁₀年度は、養育者へのアプローチに焦点を当てることにした。近年、発達障害
児への一つのアプローチとして、「ペアレント・トレーニング」という手法が注目を集め
ている。これは、親（養育者）が、子どもたちに適切に対応できるよう、学ぶ、あるいは
トレーニングを受ける機会を提供する取り組みである。今日、さまざまな手法が提唱され
ているが、その中から、行動分析的なアプローチを取り上げた。この手法について学び、
同時にトレーニングを企画実施する立場から検討することで、親（養育者）や家庭に、ど
のようにアプローチをすることができるかを考える機会とした。

⑵　実施記録
学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館１階会議室を利用して、おおむね月１回、土曜日
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に開催された。講演・検討時間は、₁₀：₀₀～₁₁：₃₀である。開催日時と実施内容を表１に
示した。

⑶　各回の講演内容抄録
１）　第１回　本年度の全体的な計画について

（講師：河合優年）

１．年間計画

本年は、ペアレント・トレーニングについて、その基礎となる考え方と具体的な方法に
ついて考えて行きたい。昨年は、特別な支援を必要とする子どもの理解を中心に、参加者
の実践場面における具体例の検討などを行ってきた。これらの子どもと養育者への関わり
は、保健・保育に従事するものにとっては重要であると同時に、難しい問題でもある。

母子にどのような接し方をすればよいのか、どのような支援をすればよいのか、など支
援者としての関わり方を、ペアレント・トレーニングを通して考えてゆきたい。
２．2010年度最終回のブレーンストーミングのまとめ

昨年の最後に、子育てにおいて問題となっているものは何かということで、ブレーンス
トーミングを行った。図はそのときに参加者から出された項目を整理したものである。

表１　子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発達」を学ぶ会　開催報告

回 日程 テーマ タイトル 担当者 参加者数 院生参加

１ ５月８日 年間計画 本年度の全体的な計画
について

河合優年
（武庫川女子大学） 23 ３

２ ８月７日 ペアレント・トレー
ニング　概論

ペアレント・トレーニ
ングを始める前に

石川道子
（名古屋市立大学） 22 １

３ ９月４日 ペアレント・トレー
ニング　基礎 発達障害の捉え方 石川道子

（名古屋市立大学） 18 ３

４ 10月２日 ペアレント・トレー
ニング　体験（１）

現状把握シートを書い
てみよう

石川道子
（名古屋市立大学） 16 ２

５ 12月４日 ペアレント・トレー
ニング　体験（２）

現状把握シートの使い
方

石川道子
（名古屋市立大学） 15 ２

６ １月８日 ペアレント・トレー
ニング　体験（３）

実際の場面での保護者
への対応

石川道子
（名古屋市立大学） 19 １

７ ２月５日 ペアレント・トレー
ニング　体験（４）

やりとりシートの使い
方とまとめ

石川道子
（名古屋市立大学） 12 ０

８ ３月５日 実践の現場から

西宮市子育て総合セン
ター家庭療育等支援講
座　ペ ア レ ン ト・ ト
レーニングの取り組み

須貝香月
（西宮市子育て綜合センター） 10 ２
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この図からは、問題となっている個々の要素が読みとれるが、問題が子どもと親（養育
者）をつなぐものの存在が重要であるということが読みとれる。右側にあるような、何ら
かの問題行動を示している子どもと母親（養育者）が直接対峙することは、適切なクッ
ションとなる仲介物がない場合には、互いのストレスを増すことになる。母親自身のスキ
ルが十分でない場合や、行動特性に著しい片寄りなどがある場合には、そのストレスはよ
り強くなることになる。このような場合には、仲介的なものが調整の方法や具体的な行動
を伝える必要がある。今年度の取り組みはこの部分にある。
３．本日の話題提供

今年は、ペアレント・トレーニングを例に取りながら、母子関係の調整方法について学
習する予定であるが、そもそもトレーニング（訓練）という考え方が、母子関係の在り方
に馴染むものなのであろうか。関係性とは何なのだろうか。本日は、養育者と子どもが相
互作用するということはどのようなことなのか、関係というのはどのような事なのか、何

母親自身の問題

対子ども

仲介環境・支援
システムの問題

生理的特性

子ども自身の問題

自分中心の関わり

行政システム
母子保健　福祉

向情報性

母親自身の行動特徴

レジリエンスの
弱さ

育児情報への
脅迫的追従

育児不安自信
の欠如

家族システム

父親の参加
祖父母の支援など

地域システム

セルフヘルプ
コミュニティーの再構築

言葉や運動の遅れ

広義の発逹の遅れ

相互作用の弱さ

強い人見知りなど

心理社会的特性

睡眠リズムなど
の乱れ

摂食行動の問題

子どもへの適切
な関わりがわか
らない
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が期待できるのかという事について、まず述べておきたい。
⑴　相互作用と関係性

まず、人間の関係性を示すいくつかの用語について述べてみたい。最近では、コミュニ
ケーション能力という言葉がよく用いられる。コミュニケーション（Communication）は
大人にとっても重要である。コミュニケーション能力やコミュニケーションスキルが様々
なところで問題となっている。しかし、コミュニケーションそのものが持っている意味
は、「情報伝達」である。そこではいかに客観的に情報が伝えられるかが重要な点とな
る。問題は、情報を伝えるという、機械的な側面だけでよいのかということにある。

人と人がやりとりをすることは、相互作用（Interaction：インターアクション）と呼ば
れている。母子関係では、母子コミュニケーションという言葉は決して使われない。日常
的にも研究の上でも、母子相互作用（Mother-Infant interaction）という言葉が使われる。
そこでは、単なる情報の伝達ではなく、二者以上の間でのやりとり、とりわけ双方向のや
りとりが重要なのだという考え方がある。そこでは、作用（action）と反作用（reaction）
というような、行動のやりとりが見られる。私たちが見ているのは、行為そのものとな
る。

問題は、その行為と行為の間に作られる感性性（Relationship：リレーションシップ）
なのである。それは、行為と行為の間に生まれる、「意味」を含んでいる。相互作用にお
ける行為に、両者が何らかの意味を加えているのである。例えば、子どもが何かしている
時に、それを見ている母親が子どもに笑いかけているから、その行為は許されているとい
うわけではない。笑っているがその意味は、「そんな事をしてよいの？」という禁止であ
ることもあるのである。このような行為と行為の間に作られた関係性こそが社会的存在と
しての人間の特徴であり、母子関係の成り立ちにおいて重要な視点となる。見えているも
のとその意味について考えておくことは、母子の行動を理解する上で重要である。それら
は知覚と認知という言葉で表されている。
⑵　知覚と認知

知覚（Perception）はそこにあるものを検出し、その存在を脳に伝えそれが何であるか
を知る行為である。世界にある全てのものには名前が付けられていて、それを他と区別す
ることができる。母親は子どもの顔を他の子どもと区別して知覚し、子どももまた親の顔
を知覚する。しかし、多くの大人の中から自分の母親を見つけた子どもにとって、それは
安心対象の存在が確認されたことを意味し、単に物として区別しているだけでなく、笑顔
を伴った、安心感とうれしさの感情と繋がっているのである。

今年度の講座の中でも、認知（Cognition：コグニション）という言葉が多く出てくる。
認知は、母親の顔を見た子どもの例のように、知覚対象に対する意味付けを含む活動であ
り、見えている子どもの行動にどのような意味を読みとるのかという、重要な部分にな
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る。昨年のまとめで示された図で子どもの問題点について触れたが、弱さを母子関係の形
成にとってどのような意味を持つと考えるのかが、私たちの母と子への関わりと関係して
くることになる。では、意味づけができると何が変わるのだろうか。
⑶　子どもの気持ちが分かると子どもも変わるか？

興味深い研究結果がある。エインズワース（Ainsworth）は、愛着の質を決定する重要
な要素は、子どもが発する信号に対する母親の感受性であると考えている。彼の研究によ
ると、子どもの発する信号に適切に応じていると自己評価している母親でさえも、子ども
の泣きの₅₅％を無視しており、おとなしくなるまで放置していると自己評価した母親は、
実に泣きの₉₇％を無視していたとされている。このことは、私たちの意識と行動が必ずし
も一致していないことを示しており、母子関係の形成においても重要なポイントとなる。

さらに興味あるのは、このような母親の育児態度は、３ヵ月齢までは子どもの行動発達
に対して、何ら影響を及ぼさなかったが、９ヵ月齢に達した時の子どもの行動には、大き
な相違が認められた点である。具体的には、適切な応答を返してもらっていた子どもは泣
きの量が少なく、肯定的な気分が多く、社会的相互作用が円滑に行えるなどの行動特徴を
示したのに対して、自分の発した信号を無視され続けた子どもは、不安が強く、泣きの量
が多く、自己鎮静能力に劣るなど行動の否定的行動が目立ったのである。

最近のブレサートン（Bretherton）の研究によると、安定愛着型の子どもの母親は、生
後３ヵ月までの泣きに対して適切な応答を返しており、子どもに頻繁に注意を向け、微笑
み、言葉かけを行い、抱き上げの頻度も高く、愛情込めて接触しているとされている。一
方、回避型の子どもの母親は、相互作用が少なく、ルーティン的な接触のしかたで、子ど
もの欲求を積極的に汲み上げようとする姿勢が見られないとされている。

このような相互作用の違いに起因すると考えられる子どものパーソナリティ特性は、２
歳に達すると、さらに大きな違いを生み出す。たとえば安定愛着型の子どもは、注意のス
パンが長く、気が散ることが少ないとされている。このタイプの子どもたちは、自由遊び
場面で肯定的な感情表出が多く、自信をもって道具操作が行える。また、困った時に母親
に素直に援助要請ができるなどの行動特徴をもち、また、共感性が豊かで外向性であり、
友達と良好な関係を築くことができるとされている。

発達初期における母子関係の在り方が後の子どもの行動と関係していることは、直感的
にも分かっているが、実証的な資料と具体的な関わり方などの資料は、子育てに不安を感
じている養育者、とりわけ母親への支援の在り方を示唆するものである。今回のペアレン
ト・トレーニングにおいても、これらの点について触れられることになる。
⑷　母子相互作用の規程要因

具体的な子ども理解と支援の在り方については次回からとなるが、最後に母子相互作用
を規定すると思われる要因について述べておきたい。これらは、暗黙のうちに私たちの行
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動を左右するようなものである。分析的に捉えると客観化できるものも、実生活では意識
にすら上がらないことが多い。これらの例をいくつかあげておきたい。

乳児の性別は、以外と意識されていないが、後述する子ども観とも関係して母親の行動
と関係している。男の子は男らしく、女の子は女らしく育ってほしいという思いが、関わ
り方に影響するのである。活発で男らしい女の子は、ひょっとすると母親からすると困っ
た子どもになるかもしれないのである。子どもの反応性と母親の応答性も母子関係と関係
してくる。母親の働きかけに対して興味を持ち、微笑みながら応えてくる子どもは養育行
動を促進させる。逆に、反応の少ない子どもは難しいという印象を与えることになる。母
子関係は、先に述べてきたように、両者の間に生じる見えない意味づけであり、認知的な
ものなのである。子どもの行動の意味を知り、自分の行動を少し離れたところから見てみ
るという、ペアレント・トレーニングの意味はここにあるのである。
４．親となる過程の理解

今回のお話しでは、母子関係を理解する上で必要となる基本的な考え方について述べた
が、生物学的な関係性を持つ成体（大人）と幼体（子ども）が、心理的なつながりを持つ
親子になる過程については、さまざまなコースがあり、唯一無二の理想的なコースがある
わけではない。さまざまな形がありながらも、そこにある共通性を知ることは、子育て支
援の関係者にとっては意味のあることではないかと考える。

今年一年が実りある物になればと考えている。

２）第２回　ペアレント・トレーニングを始める前に

（講師：石川道子）

１．ペアレント・トレーニングのねらい

ペアレント・トレーニングとして実施するときは、全６回で実施するのでもう少し時間
をかけるが、今回は、概要の紹介をし、手法を役立てるということで、抜粋してお話しす
る。

まず、ペアレント・トレーニングのねらいは、子どもの現状把握をすることである。対
象となる子どもは何ができて何ができないか、何が分かって何が分からないかということ
を正確に把握する必要がある。発達障害と診断されると、色んなことを教えていかなけれ
ばならない、発達させなければいけない、と焦るあまり、子どものことが見えなくなって
いることが多い。子どもの能力よりも高いことを要求している場合が多い。

もう１点は、理論的に分かるだけでなく、母親（主たる養育者、以下、母親）が、今、
具体的な行動として子どもに対して何をすればよいかわかるようになることである。発達
障害について知識を持ったり理解をしていたりしたとしても、実際に子どもに対してどう
すればよいか、ということを母親だけで具体的に考え、行動に移すのは難しいことが多
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い。
２．現状把握シートを書く

実際の講座では、ワークブックを用いてトレーニングを進めている。ワークブックは、
現状把握シートとやりとりシートに分かれている。まず、現状把握シートが書けるように
していく。この現状把握シートには、子どもの状態について〔いいところ〕、〔努力してい
るところ〕、〔直したほうがよいと思う気になるところ〕、〔困ったところ〕、という４つの
書く欄がある。
⑴　まず書いてみる

最初に説明せずにシートに子どもについて記入してもらうと、母親は、あれもこれも
困ったことがいっぱい、というようになっている場合が多いので、〔困ったところ〕の欄
はたくさん書くことができる。また、ほめて育てる、ということをよく言うので、〔いい
ところ〕も書けることが多い。ところが、〔努力しているところ〕、〔直したほうがよいと
思う気になるところ〕は、何を書くのかがそもそも分からないときもあり、書くことが難
しい。この欄を、講座を通じて書けるようにする。特に〔努力しているところ〕の欄は、
今子どもに何をさせればよいかという練習方法が分かると書けるようになるので、この欄
を書けるようにしていくことが重要である。

次に、同じシートを使って、母親自身について現状把握シートを書いてもらう機会を作
る。そうすると、子どもの現状把握のときとは逆に、〔努力しているところ〕、〔直したほ
うがよいと思う気になるところ〕は書けるが、〔いいところ〕、〔困ったところ〕の欄は書
けないことが多い。発達障害児を持った母親は、自分自身を駄目な母親だと思っているこ
とが多く、自己評価がとても低いことが多い。表面的にはポジティブなことが書ける母親
でも、根本的なところで自己肯定感が低いことが多い。参加した母親に、「私って結構い
いお母さんかも」と思ってもらい、自己肯定感を持てるようにすることが、この講座の隠
れた目標でもある。また、「（ここにいる人は）みんな〔いいところ〕が書けてないんだ、
自分だけじゃないんだ」ということを共有してもらうことも重要である１）。
⑵　いいところ

〔いいところ〕が書けない、ということに注目して、なぜ書けないのか、というところ
から書き方の説明を始める。例えば、日本では、周囲からの反感を避けるために、自分の
能力や有利なことについてはひけらかさず謙遜するように（暗黙裡に）教育される。結果
として、実際どうあれ、自分のことをいいように言うと自慢しているなどと反感を持たれ
るのではないか、これができる、というように言うと、たいしてできないのに、と否定さ
れてしまうのではないかという恐れや不安が生じるようになってしまう。また、（察し
て）できて当たり前、できないと怒られるという中で、ほめられて育ってこなかった人も
多いのではないか。母親が自分の〔いいところ〕を書けないのは、そのような文化の中に
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適応してきたからではないか、というように指摘する。
この状態から、正しい自己評価が書けるようになるには、自分でこれは自分のいいとこ

ろだと思うだけでは不十分で、人からいいところだと言ってもらう必要がある。「ここは
あなたのいいところだよ」ということをはっきり言語的に知らせてもらうことで、自己評
価を修正することが可能になる。

このことが理解されると、次に子どもの場合に対して適用していく。つまり、子どもに
対して、はっきりと言語化して、ここはいいところだ、というように伝えてあげないと、
子どもの自己評価を下げてしまうような子育てになる、ということである。また、母親が
子どもの行動を明確に言語化して理解することで、的確にほめることができるようにな
る２）。
〔いいところ〕の書き方で特に気をつけるべきことがある。これを伝えるために、まず

それぞれの記述を読み上げてもらい、それは良い記述、それはダメな記述、というように
仕分けていくことをする。そして、どのような基準かを説明していく。いいところの記述
としてよく出てくるのが、「素直」や「まじめ」、「優しい」といった形容詞である。これ
らはダメな記述の代表である。形容詞で表されるような大まかな印象を述べたような記述
ではなく、何を見てこのような印象を持ったのか、という具体的な行動レベルの記述がよ
い記述である。例えば、歯磨きを必ずする、というように習慣づいた子どもが、眠くてウ
トウトしながらでも歯磨きを一所懸命にやっているのを見て、「まじめな子」だと思った
のであれば、「眠くても歯磨きを欠かさずにする」という具体的な行動レベルの記述がよ
い記述である。具体的であるほどよい。ワークブックを書くことを通じて、形容詞で考え
るのではなく、行動レベルで考えるスキルを身につけるのである。

ここで起こりえる問題として、学校教育から離れて長くなると、話すことはできても、
妥当な量で簡潔に文章化する、ということが難しくなることがある。₁₀項目書けるように
と言っても、なかなか書けないことが多い。しかし、毎回宿題として現状把握シートを書
き直していってもらうことで、講座を通じて書けるようになったということを実感しても
らえるようになる。がんばってできるようになったことについて、評価することで、自己
評価を上げることができる。考えや印象を対象化させるためにも、具体的に行動レベルの
記述をする習慣をつけることは重要である３）。

そして、〔いいところ〕にどのような行動が記述されるべきか、内容が選択される必要
がある。ここに書かれるべきことは、他人と比較してできていることや優れていることで
はない。また、苦労しなくてもできることではない。発達障害を持った子どもであれば、
他者よりもできていることを挙げると、障害特性を記述することになることが多い。例え
ば、「ゲームが得意なところ」ということが挙がっていると、これは、「勉強しなくてはい
けないのに、ゲームばっかりしている」ということになり、場面で切り替えが出来ないと
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いう障害特性として〔困ったところ〕とつながってしまう。
ここに書かれることが期待されるのは、障害特性があって苦手なことなのに頑張って身

につけ、毎日継続してできている行動である。例えば、「着替えが毎日できていること」
というような行動である。これは、「発達障害で、肌が敏感で手指の操作が不器用なため
に着替えが苦手であるにも関わらず」という前提がある。他に、集団生活が苦手な子ども
であれば、「（集団生活が苦手であるにも関わらず）学校に行っていること」ということが
頑張って毎日継続していることである。食べる、一定の時間に就寝・起床するなども挙げ
られるだろう。つまり、現在はできて当たり前だと思っている行動の中で、頑張って身に
付けてきた行動を探すのである４）。

ここで期待されるような〔いいところ〕を探すのが難しい場合もある。例えば〔いいと
ころ〕として「ゲームを毎日やっていること」が挙げられたとするならば、これは、障害
特性を挙げていることになり、適さない記述である。しかしこれを、「（発達障害の特性
で、いつまででもゲームをしていたいのにあきらめて）毎日ゲームをやめられて寝ること
ができている」というように捉えなおすと、ここで期待される〔いいところ〕の行動記述
となる。

この前提を意識することで、母親の要求水準を下げることができる。大切なのは、何か
ができるようならなければと一所懸命になることではなく、当たり前に見えるけれどこの
子は頑張ってやっているのだ、というような見方に変換することである。要求水準を下げ
ることで、子どもをほめることができるようになる。

以上、〔いいところ〕の記述で押さえるべきポイントは、前提として、①人から指摘さ
れないと、いいところは自覚できない、そして、②記述は形容詞ではなく具体的行動レベ
ルで、③がんばって身に付け、継続できていることを書く、ということである。
　⑶　困ったところ

まず、自分が困っている、子どもが困っている、ということを分けて記号を付けてみる
ことから始める。この作業をしてみると、子どもが困っている項目が少ないことに気づ
く。子どもの行動を変えたいとき、子どもが困っている行動に対しては、スムーズに新し
い方法を教えることができる。しかし、子どもが困っていない行動を変えようとすると、
子どもにとっては、なぜ今のやり方ではダメなのか、ということになり、抵抗が大きい。
子どもの困り感をいかに正確に掴むかが重要である。

例えば、「宿題をやっていかない」ということについて、子どもも自分も困っている、
というように言う母親がいる。子どもは怒られて嫌だと思う、と母親は思っているのであ
る。ところが、怒られているときに人の話を聞いていない子どもであれば、特に困らない
と予想される。また、「忘れ物をする」ということについて、忘れたと先生に言えば、そ
の課題はしなくてもよい、ということになり、むしろ子どもにとっては忘れた方がよいと
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いうことになっていることもありえる。
このように、子どもの立場に立ってみると、母親の感覚とは異なっていることが見えて

きて、母親の困っていることは、実は子どもは困っていないということに気づくことがで
きる。そして、本当に子どもが困っていることはあまり挙げられていないことに気づくだ
ろう。この手順を踏むことで、困っていることの中から問題を絞り込み、今取り組むこと
を考えるのにつなげていくことができる。子どもが困っていることについては、行動を変
えるために本人も協力してくれやすい。

以上、〔困ったところ〕のポイントは、母親が困っているのか、子どもが困っているの
かを吟味すること、そして、本当に子どもが困っていることを発見することである。
　⑷　直したほうがよいと思う気になるところ

〔困ったところ〕で、どのようなことが本当に困っているのかをある程度見つけること
ができたら、さらに、今取り組むべきことに絞っていく。絞りこむことは難しい作業であ
る。ポイントは、①年齢（発達レベル）、②緊急性である。まず、年齢については、例え
ば、立ち便器で用を足すことがうまくできない場合、今頑張らせるよりも、もう少し身長
が伸びてから教えた方が失敗なくスムーズにいくだろう、というようなことである。ま
た、まだ手先が器用に使えないうちから自分で食事をとる練習をさせるのではなく、ス
プーンが上手に使えるようになってからにした方がスムーズにいくのではないか、という
ようなことである。つまり、その子どもの発達レベルに合わせて今取り組むか、後回しに
するか選択するということである。

ところで、発達障害の子どもたちは、このぐらいの年齢になれば、このぐらいのことが
できる、ということが当てはまらないことが多い。例えば、定型発達の子どもは、集団を
意識するというのは３歳くらいでできる。集団に入って行動するというのは、小学校高学
年くらいでできるようになる。ところが、発達障害の子どもたちは、集団を認識すること
が苦手なので、７、８年ずれてしまう。このような、発達障害特有の苦手な分野について
は、定型の子どもたちの発達レベルを基準に考えてしまうと、誤った基準で判断してしま
うことになるので注意が必要である。

次に緊急性であるが、生死に関わることについては、早急に行動を変えさせなければな
らない。例えば、高いところにどんどん登っていってしまうような行動である。これは、
本人は困っていないことが多いが、危険度が高いので早く対応が必要である。

以上、〔直したほうがよいと思う気になるところ〕を記述する際に気をつけるポイント
は、①年齢（発達レベル）、②緊急性である。このポイントを踏まえて、〔困ったところ〕
から今目標にしていくことを絞り込んで具体化していく。
　⑸　努力しているところ

それでは、絞り込まれた目標を、具体的にどう練習させればいいのだろうか。困ってい

P065-091.indd   77 2011/04/06   11:34:58



― 78 ― ― 79 ―

ると挙げられることには、大きく２種類ある。やらないといけないことをやっていない
か、やってはいけないことをやっているか、である。例えば、「朝起きて顔を洗って、服
を着替えて」ということが、やらないといけないことであるとすると、「顔を洗っていな
い、服を着替えていない」状態は、やらなければいけないことをやっていない、「服を脱
いで裸で走り回っている」というのは、やってはいけないことをやっている、ということ
である。これらの行動をどうやらせていくか、どうなくしていくか、ということでアプ
ローチは違ってくる。いずれにせよ、まず行動を具体化して把握することである。

例えば、「お友だちと遊べない」、ということがよく挙げられる。これは、発達障害の子
どもには難しいことであり、ずっと付いて回る問題である。さらに細かく、どんな場面で
お友だちと関わってないことが気になるのか、ということを見ていく。自由遊びの場合、
ペアになって動く場合、課題場面、というように具体的に考えるのである。そうすると、
やらないといけないことをやっていないか、やってはいけないことをやっているのかが見
えてくる。他に、「挨拶をしない」という困ったことについては、どんな場面の挨拶がで
きるようにしたいのかを出してもらう。そうすると、「幼稚園に登園したときに、先生が
挨拶をしてくれるのに、子どもが無視するのが気になる」といったように具体的に出てく
る。そうすると、「朝、登園したときに先生と挨拶をする」というやるべきことが出てく
る。

目標が設定されると、次にどうやってできるようにしていくかを考えていく。挨拶を教
えるのであれば、定型発達の子どもならば、「ここで挨拶をしなさい」と言えば済むし、
その他の場面でも挨拶をすることができるようになる。しかし、発達障害の子どもに何か
を教えるのは、独特の方法が必要となることが多い。発達障害の子どもの場合、「挨拶を
しなさい！」や、園に到着したときに「おはようは？　おはようは？！」と無理強いする
ようなアプローチだと、翌日は登園すら嫌がってしまうかもしれない。

そのようなときには、声をかけられて声を出すのは難しいかもしれないので、まず、声
が聞こえていることを示す動作を教えることから始める。例えば、聞こえたら手を上げる
や、先生とハイタッチのように手を合わせるといった動作である。最初は、お母さんが子
どもの手を持って上げさせるところから始めることになるかもしれない。最初は抵抗して
も、だんだんと抵抗せずに手を上げさせるようになるかもしれない。そうすれば〔いいと
ころ〕として、「挨拶のときに手を上げるという動作を抵抗なくさせてくれること」とい
うことが書けるようになる。そして、自発的に手を挙げるようになれば、「挨拶のときに
自分から手を上げること」が〔いいところ〕になり、評価していける。

こういったスモール・ステップで進めながら、本人が頑張って身に付けたことを少しず
つ評価していくことが重要である。これは、目標が的確に設定されていないとできない。
また、このスモール・ステップをどのように作っていくかというところで、専門家がペア
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レント・トレーニングをする意味が出てくる。いきなり挨拶はできないので、どう分解す
るか、ということである。講座では、母親が考えた方法を出してもらい、それにアドバイ
スをする形で進めていく。

さらに、多くの母親は、「声をかけないでも動いて欲しい」ということを願っている。
やらなくてはいけないことを、指示がなくてもやる、ということであり、やるべきことを
やる、の次のステップである。しかし、発達障害の子どもの場合、状況が見えていないこ
とが多いため、自発的に行動を起こすレベルにすぐに持っていくのは難しい。そこで、

「声をかければ₁₀₀％できる」ということをまず目標にする。そして同時に、その行動をす
るときに、何か必ず起こる動作を付けていく。このことで、その動作を見たら、「今やら
なくちゃいけないんだな」ということに気付けるようにする。他に、物の共有が難しい場
合、誰の物かがすぐに分かるように名前を書いておき、争いになったときにそこに書いて
あることで判断させていく、というようなことも例として挙げられる。このように人の手
がかりではなく、目の手がかりでわかるようにしていくことも１つのやり方である。

以上〔努力しているところ〕のポイントは、①スモール･ステップ、②手順が少ない、
③ごほうび、④目（視覚）の手がかり、である。
２．やりとりシートを書く

現状把握シートが書けるようになったら、やりとりシートに移る。こちらには、日常の
出来事を書いてもらう。どんな問題行動が起こり、どんなふうに自分や家族が言って行動
したのか、子どもがどうしていたのか、など詳しく再現してもらう。実際に書こうとする
と、多くの母親が最初は書けない。それは、自分が怒ったことは思い出せるが、何をした
のか、子どもがどうしていたかなど思い出せないためである。やりとりシートが書けると
いうことは、少し冷静に自分のことも子どものことも見られているということである。

少し書けるようになったときに気付くのが、自分の怒っている台詞が長すぎるというこ
とである。前のことを持ち出したりネチネチと説明を繰り返していたりして、書くのがと
ても大変だったという感想が出てくる。子どもの行為も書いていくと、タイミングが合っ
ていないということにも気付くことができる。うまくいったときと、うまくいかなかった
とき両方を書いてもらい、違いを検討する。この作業を通じて、なぜうまくいかなかった
のか考えることができる。

また、できるはずなのに、抵抗するということも出てくる。その場合、条件を揃えるこ
とでできるようになることが多い。うまくいったときには、どのような条件が揃っていた
のか、ということを、プロセスを振り返る中で確認していく。

そして、主催している人が母親役、書いた本人が子ども役で、ロールプレイングをする
こともできる。子どもの台詞を言ってみると、自分の言った台詞によってこんな風に傷つ
いたんだということが分かる。これを実施すると、他の母親から、うちもよくある、昔
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あった、という感想がでてくる。このように、日常で問題がよく起こっているシーンとい
うのはあるようだ。朝のシーンと車（電車？）の中、宿題をやりなさい、などは、困った
ことが起こる場面としてよく出されてくる５）。

講座に参加している母親にどの年齢の子どもがいるのかによって、気付きが増える。例
えば、子どもの年齢が高い母親から、子どもの年齢の低い母親に、「そんなことは大きく
なれば気にならなくなるから、今そんなに神経質にならなくても大丈夫」とか、「それ
は、後になって今も苦労しているから、先に頑張っておいた方がよい」、というようなこ
とが出てくる。
３．まとめ

現状把握シートは、４つの欄があるが、それぞれ独立したことではない。〔いいとこ
ろ〕でまず行動の記述の仕方を押さえ、次に〔困ったところ〕から、子どもが困っている
ことを選び出す。〔直したほうがよいと思う気になるところ〕で、目標をたて、そのため
にどのようなステップを用意すればよいのか考え、〔努力しているところ〕では、今何を
すればよいのかが具体的に分かり、行動できるようにしていく。そして、努力してできる
ようになったことを〔いいところ〕として評価していく。

ここで紹介したトレーニングの考え方というのは、応用行動分析の手法である。これ
を、難しい言葉ではなく、実際の具体的行動を見ていくことで気付いていってもらう、と
いうことを順を追って実施している。

３）　第３回　発達障害の捉え方

（講師：石川道子）

１．ペアレント・トレーニングに役立つ発達理解

家族の方が子どもの理解ができるように、ということで、フォーマットの決まったもの
を使っての取り組みを紹介した。これを実施する専門家は、発達障害の子どもが、どう
いったところでつまずくのか、ということを把握している必要がある。今回は、どの年齢
で、どのような主訴で来ることが多いのか、ということを中心にお話しする。
２．言語発達

発達障害の子どもがまず目立ってくるのは、言葉の発達である。「言葉が遅い」という
ことで、健診でチェックされる。母親も気付きやすい。言葉が出ているという中にも、い
くつか注意すべき種類がある。
１つ目は、変な言葉をしゃべっている、というものがある。特に初語で、変わった言葉

を出す。通常その月齢の子どもが興味を示さないような、発音のしにくいものが出てく
る。その後も、非常に偏った固有名詞を沢山覚えている。２つ目には、丸ごと覚えてしま
うようなタイプである。これは、文章でしゃべっているのだが、アニメ、天気予報や
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ニュースの口調のまま覚えているのである。３つ目には、しゃべっているのだが、一方的
で、こちらの言うことは聞いていない、会話が成り立たないタイプである。

学童期になると、一方的でこちらの質問には答えてくれない、というタイプは、このま
まひきずっていくことが多い。また、その年齢に応じた言葉でない子どもも、大人のよう
な言葉でしゃべっていることが続いていく。学童期に入っても、有意味語が出てこないと
いうことになると、いわゆる知的障害の範囲になってくる。
３．身辺自立の遅れ

　⑴　排泄

食べる・着替える・排泄などあるが、一番引っかかるのは、排泄の自立である。トイ
レット・トレーニングがうまくいかず遅れるというだけではなく、自分のやり方で自立し
ていくというパターンもある。

排泄（小）は回数も多いので、比較的介入しやすいが、排泄（大）は困難なことが多
い。よくあるのは、オムツの中でしかしない、ということである。これは、乳児期に身に
付けたパターンのまま変わっていないと考えられる。広い空間だと、中身がすべて出てし
まうという感覚があるようで、これは、感覚の過敏性があることによるところもあるのだ
が、排泄に恐怖感がある。そのために、包まれた状態でないと怖いという状態が続いてし
まう。その状態のまま、無理やりトイレット・トレーニングをしてしまうと、絶対に出さ
ないという方向にいってしまうことが多い。そうすると、肛門の出口付近で固まって石の
ようになってしまい、本人としては、我慢しやすい状態になる。しかし、実際にはその固
まりが少しずつ崩れていくということが起こり、いつもパンツが汚れているということに
なってしまう。このような状態になると、排泄（大）を自立させるのはかなり面倒なこと
になり、学童期まで引きずってしまうことが多い。
　⑵　食事

次に、食事であるが、自分で食べないという子もいるし、自分で食べるが好き嫌いをし
て頑固な偏食が直らないという子もいる。偏食は、感覚の過敏性が元になっていることが
多い。色んな食べ物を安全に食べるという練習をしていない。咀嚼・嚥下するということ
が、うまくできないと、食べるときに、安全でない感じというのが学習されてしまう。そ
うすると、危ないものを食べない、危ないものに似たものは食べない、さらに絶対に安全
だったものしか食べない、というようになって、偏食が広がっていく。

家庭のやり方が加わって、さらにひどくなることもある。あるものを食べるからといっ
て、そればっかり３食毎日同じものを食べさせると、３ヶ月くらいでぱったり食べなくな
る。恐らく飽きるのだろうが、そうすると、また食べるものがなくなる、という事態が起
こる。
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　⑶　着替え

着替えをすることの根本的な意味が分からないために、着替えないという子どもたちが
いる。この子どもたちには、触覚の過敏性があることが多い。皮膚の上に何かが乗ってい
るという感覚が、タワシでこすられているような、かなり強い刺激に感じられることもあ
るようだ。全体的に過敏な場合もあるし、部分的なこともある。また、体が締め付けられ
る感覚が嫌いな子どもも多い。パンツ嫌いもわりと多い。成長した子どもたちに聞くと、
成長とともに少しずつ鈍感になっていくようだ。

また、排泄を教えるときに、パンツ脱いで、というとそのままでいることが多い。世の
中のルールとして、裸をさらしてはいけない、ということがあるのを、一刻も早く教えな
ければいけない。そのためにはとにかくすぐにパンツをはかせる、ということを根気よく
続けることである。

着替えが苦手なもう１つの理由は、手先の不器用さである。掴む力が弱いので、引っ張
れない。手を上に上げることも上手でないので、脱げない。着替えも遅い。学童期になる
と、身辺面についての授業はないが、できるものとして要求される。時間に間に合わせて
素早く着替える、年齢が大きくなるとタオルを巻いて周りに見せないように着替えるな
ど、どんどん高度な要求がされるようになる。基本的に着替えるということの意味や社会
のルールといったものが、年齢と共にきつくなっていくが、それが自然には入っていかな
い。着替えの問題は、かなり長い間引きずっていく。
　⑷　身辺自立の遅れによって影響を受ける社会参加

このような身辺自立の遅れは、それ自体の問題だけではなく、後の社会参加にも影響が
ある点に気をつけなければならない。例えば、排泄の自立が遅れることは多いが、ある程
度はできるようになる。ただ、絶対に外ではしない、というような子どもが一部残る。こ
のタイプの子どもは、排泄したくないので外で飲み食いしないことが多い。そうすると、
空腹や渇きが苦痛になり、外に出ない、ということにつながってしまう。あるいは、排泄
を我慢する、という方法を身に付けてしまうと、止め切れなくて少しずつ漏れるというこ
とが起こり、学童期に相談に訪れることになる子どももいる。周囲は、臭いなどで気付く
が、案外本人は気づいていないこともある。

このように、乳幼児期の子ども自身による独自の身辺自立方法を放置してしまうと、次
の段階で問題を引き起こしてしまう。そのため根本的な問題に気付かないで、目の前に出
てきた問題を解決しようとしてもうまくいかないということが起こる。また、できていな
いことをネガティブに評価されてしまう環境に出ると、その後社会参加をしないという方
向になってしまう可能性が高い。

以上のように身辺自立は、集団生活を送る最低限の条件として必要なことである。とこ
ろが、幼児期の保育園・幼稚園では、すでにある程度身辺自立ができていることが前提
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で、社会生活を経験させることを主眼にしている。そのため、みんなと一緒に動けている
か、というところはチェックをするが、身辺自立については、出来ていないときにだけ
チェックが入るだけで、きちんと完成させるような働きかけは薄くなる。
　⑸　不完全な身辺自立の影響

ここまで挙げたような例は、かなりはっきりしているが、隠れたサインも見逃さないよ
うにしたい。例えば、食べる動作をよく見ると、とても下手である。しっかり持てないの
で、かなり力を入れていることが多く、そうすると疲れてしまうのですぐにスプーンを置
いてしまう。園でこのような子どもの発見が遅れるのは、この子どもがスプーンを置くと
きには、すごくしゃべっていることが多いからである。そうすると、一見、とてもお友だ
ちが好きな子どもで、おしゃべりに夢中になってしまって、食べるのが遅くなる、という
ように見なされ、大きな問題と見なされない。

また、スプーン使いが下手ということを、かきこむということで解決しようとする子ど
ももいる。よく噛んで飲み込む、という動作が苦手な場合も多いので、入るだけ口に入
れ、水分で流し込むということになる。そうすると、食べる量の判断ができていないの
で、食べすぎで太ってしまう。この影響として、体を動かすのが億劫になり、身体動作が
うまくできない、ということになる。

特に男の子の場合、小学校高学年になってくると、スポーツができないと子どもたちの
間での社会的地位が落ちてしまう。中学生になっても、スポーツのチーム分けをするとな
ると、周囲から嫌がられている雰囲気が出てきてしまう。それが分かるような程度に発達
していると、社会参加しない方向に行ってしまう。運動ができないならば何か取り柄があ
ることで回避できることも多いが、やはり男の子は特に運動ができるように意図的な働き
かけをしておいてあげる必要があるだろう。女の子の場合は、運動が苦手、ということは
さほどネガティブには評価されない。

保育園や幼稚園でもそうだが、特に小学校に行くと、不完全な身辺自立の影響が出てし
まう。同じ年代の子どもたちに比べると遅い・下手、ということが目立ってくる。
４．遊び

社会性が重要な時期に入るころ、群れで動くことが上手にできない。みんながいるとこ
ろに入れない。入るタイプもいるが、みんなと同じようにはやってないか、違うこと・余
分なことをやることが多く、目立ってしまう。

遊びは、相手の状態で臨機応変に変えていく要素が大事だが、この子どもたちは、全く
同じことを再現しようとする。遊んでないか、遊びが限られている。隅のほうをふらふら
と探索していることもある。ルールのある遊びをしようとしても、自分のルールで遊ぶの
で、やり取りなどが学べない。
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　⑴　感覚遊び

遊べない子どもは、何をしていいのか分からない。自分の好みのものを眺める、という
ことはしている。戸の回転部分などをじっと見ているなど。赤ちゃんの最初に遊ぶもの
は、見て遊ぶもの（吊ってあるおもちゃ、モビールなど）であるが、そのままになってい
る。本をじっと見ている子どももいる。文字がわりと読めたりすることもある。カタログ
や電車図鑑といったものをじっと見ている。こういうのは、見るという遊びが発展してい
る。少し操作が入るが、水の流れる様子や排水溝の渦巻きをずっと見ていたり、水を飛ば
してずっと遊んでいたり、砂場にいるんだけれども、砂を飛ばしているだけだったり、な
ど見ているだけ、感触を楽しんでいるだけ、ということもある。

このようなことを群れから外れてやっていると気付けるが、群れの中でやっていると分
からないことが多い。いつもではなく、時々、という子どももいる。一連の流れの中から
唐突に出てくるように見える。いつもそれだけ、同じスタイルでという遊び方をする。そ
うすると、お友だちがついていけない。
　⑵　勝敗のある遊び

勝ち負けがつくと、絶対勝たないとパニックになる。その子どもが入ってくると、みん
なが楽しくなくなってしまう。小学校低学年までこのような状態が続いていく。高学年に
なると、遊ぶというスタイルが変わってくる。きちんとルールのあるスポーツなどの遊び
となると、わりと適応できる。年齢の低い子どものぐちゃぐちゃの遊びは分かりにくい。
身体運動がうまくないので、チームから嫌がられる。

勝ち負けにこだわるということは、自分が気分良くなるために遊んでいる。気分がよく
なる人がいれば、気分が悪くなる人もいることを教えなければならない。子ども同士で対
戦させて「この子は負けるのが嫌で機嫌が悪くなるから負けてあげてね」と耳打ちするの
はやってはいけない。発達障害系の子どもが有利な遊びは、目で分かり、ルールがはっき
りしているものである。年長くらいになれば、例えば盤上のゲーム（オセロ、将棋など）
は、体力も巧緻性もいらないのでよい。このようなゲームで気に入ったものがあれば、最
初は大人が一緒に遊ぶ。大人は勝ち負けを調節できるので、勝たせてあげる。すっかり
ゲームにはまって、パターンに入ったら、大人が実力で勝つ。そうすると、負けたといっ
て癇癪を起こすが、その時点ですべて中断する。その後、ゲームがしたいと言ったら「負
けても怒らない」ということを約束させ、癇癪を起こすと続けられない、ということを徹
底していく。そうすると、負けてもいいからゲームをしたい、というようになる。大人が
介入して遊びを教える必要がある。
　⑶　ルールの理解

子どもの中に入れておくと、色んなことを覚えるだろうと思ってしまうが、特に小さい
うちは、ルールがぐちゃぐちゃですぐ変わるので、ルールが分からなくなる。大人が、適
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切にルール・スキルの指導をすることが必要である。
子どもの中のルールというのは、暴力で強いもの勝ちというところがある。特に年齢が

低いと、力があるもの勝ちというルールがある。このルールですんなりきてしまうと、学
童期になって、すぐ暴力を振るうといった問題行動として残ってしまう。

幼児期は、みんなの中に入っていればいいということではない。集団に入っていくため
のスキルとして重要なのは、この場では、どういうことをしろという指示がきているの
か、という情報をまず得ることである。単に集団に入るだけだと、無理やり入るだけ入っ
てくる。そして、力でものをいわせ、周囲の社会性のある人が遠慮して好きにさせてしま
う。周りの人々は、自分を気分良くするためにいる、と思ってしまうと、指示を出す人に
対して強い反発を覚えてしまう。自分がその他大勢の一員であることを分からせないとい
けない。教室で、手も挙げずに発言、好きに動くということになり、注意をする先生に対
して反発が生じる。

ルールを理解するということの１つに、物の共有ということも入ってくる。みんなの
物、ということが分からない。家では、おもちゃは自分のおもちゃであって、誰か大人に
取られることはない。共有するということは、園に入って突然のことになる。自分の所有
物には友だちが手を出さない。お互いそれぞれの所有権がある、ということが分からない
と、共有と意識できない。
　⑷　物を奪われないようにする

見る力が弱いので、奪いに来る人がいる、ということを認知できない。周りの人たちが
見えてない。普通は、友だちが寄ってきたと思うと、ガードすることができるのだが、手
元だけしか見ていない。しかも、握る力が弱いので、すぐに取られてしまう。本人の世界
からいうと、突然目の前から物が飛んで消えていってしまう、ということになる。多少は
抵抗するが、取り合いにはならない。お友だちにおもちゃをすぐに渡してしまう優しい子
ということではなく、自分で守ることができない、取られる一方の生活をしているという
ことである。

そのうちに、人が来ると物がなくなる、というように学習すると、とにかく人が来ると
排斥するという方向に動く。そうすると、単なる通りがかりであってもたたく、というこ
とが起こってしまう。自分の所有物ではなく、みんなで使う、ということが分からないた
めに、非常にこだわりのある難しい子どものように取られてしまう。

まだ、見る力が育っていないうちは、大人が、おもちゃが消えていかないように介入し
て、園は安全におもちゃで遊べるところだということを保障してあげる必要がある。例え
ば、他の子どもが侵入せずにその子どもが遊ぶエリアを確保して、今日はこのおもちゃで
遊ぶ、と決め、そのおもちゃにマークを付けてあげる。そして、もしそのおもちゃが他の
子に取られてしまったら、「このマークが付いているから、○○くんに返してあげてね」、
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といって返してあげる。とにかく、わけのわからないまま物が消えるという状況を解消し
て、本人が、園はいいところだ、と安心できるようにする。安心すれば、周りを見ること
もできるようになっていく。

こういったポイントで目だってくる変わった子どもは、何かができない、遅れがあると
いう子どもとは違う。それぞれがどんなことを学習してきたかによって、どういう風に変
わっているかは異なる。適応できない子どもたちが最後に使うのは、やらない、というこ
とである。
５．思春期

　⑴　学習面

そこそこ力があって、発見されずにきた子どもたちは、中学校で不登校になってしまう
ことが多い。学習がうまくいかないことで躓いている。中学校まで行っていれば、それな
りに学力がついていると思いがちだが、実際には字が書けていない子どもが多い。ところ
が、中学校になると書かないといけない量が非常に多くなる上にノートのチェックといっ
て提出させるようになり、評価の対象になる。そうすると、小学校のときよりも、成績が
ぐんと下がってしまう。だが、本人はなぜ下がったのかが分からない。また、成績が数字
で明らかになってしまう。

手の操作がよくなくて、他の子ども同じように書けない、運動ができないと部活で活躍
することもできない、となると、みんなの中での評価が低い。その上に排泄の自立に困難
を抱えているなどがあると、なんとなく不潔、なんとなく挙動不審ということになりやす
い。そうすると、社会参加できない（しない）方向になっていく。
　⑵　対人関係

また、中学生くらいは、他人に厳しい時期、誰もが余裕のない時期であり、また学習面
や進路の面でもプレッシャーがかかってくる時期でもある。そうすると、小学校の頃は、

「あいつは、あんなやつだよね」ということで、なんとなく受け入れられたり、カバーし
てくれたりする友だちがいたが、手間がかかって自分にとってメリットがないとなると、
見捨てられてしまう。さらに、ストレスを抱える中学生が多い現代では、イライラの捌け
口にされてしまうことが起こる。昔おもちゃを取られたように、訳の分からないまま色々
なものを取られたり、異性をからかうような役をやらされたり、物やお金を取ってこさせ
られたりする。

部活に入ってないと、単独で動くことになる。小学校時代に、ようやく集団に入れるよ
うになったので、集団に入っていることを非常に大切だと思っていることが多い。だが実
際には、普通の中学生は忙しい。遊んでいるのは、普通じゃない、勉強をして先につな
がっていくということがない子どもたちである。その集団に入ろうとするので、上のよう
なことがよけいに起こってしまう。学校の先生は、問題なく登校している、友だちの間に
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入っているという認識の場合が多い。
困った友人関係に関わってしまうことを防ぐためには、子どもを忙しくさせる。困った

子どもたちと接触させないために塾に行かせる。周囲が問題だと思って手助けをすること
と、本人が一番嫌だと思っていることがずれていることもよくある。集団から離れている
子どもは、いじめなどからは安全である。しかし、離れたままにしておくと、独自の路線
で偏った世界にいってしまうことがある。そのような子どもたちは、大人が話してあげる
ことが重要である。こういう本を読むといいとか、将来像とかそういったことを話して、
全うな世界観を作っていくことが必要である。

高校生くらいになると、本来の意味での友だちとの交流ができるようになってくる。中
学生くらいまでは、大人の介入がずっと必要である。
６．まとめ

大きくなった発達障害を持つ子どもたちに話を聞いていると、やはり、小さいときは、
分けがわからないで翻弄されていたとか、大人が言うルールを、みんなが守っていないこ
とが気になって仕方がないことなど、いわゆる定型の子どもたちとの違いについて話して
いることがある。また、大人数での授業でやっていくことは難しいとか、小学生くらいな
ら、社会奉仕の活動をやらせて、人にありがとうと言ってもらう経験をしっかりさせた方
がいいとかいったことを言っていることがある。

幼児の段階で、何の助けもなく集団に放り込むと混乱する。大人がしっかり介入し、人
と関わることはいいことだと思えるような環境を作ることが必要である。色々と不完全な
面がとても多いということを前提にした介入が必要である。幼児期に身辺自立をしっかり
させておかないと、社会参加に影響が出てしまう可能性がある。乳児の時期にひっかかっ
たことが、幼児期の身辺自立に出てくるが、乳児期については、まだまだ介入は難しい。

４）第４回　現状把握シートを書いてみよう

５）第５回　現状把握シートの使い方

６）第６回　実際の場面での保護者への対応

７）第７回　やりとりシートの使い方とまとめ

（講師：石川道子）

第４回から第７回までは、現状把握シートとやりとりシートを用いて、実習とより詳し
い解説が行われた。
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８）　第８回　 西宮市子育て総合センター家庭療育等支援講座　ペアレント・トレーニン

グの取り組み

（講師：須貝香月）

西宮市にある、子育て総合センターで開催されている家庭療育等支援講座ペアレントト
レーニングの取り組みについて話題提供があった。この講座は、兵庫県発達障害者支援セ
ンターのクローバーからの支援・協力を得て実施されている。この講座の実施状況につい
て、参加状況や講義内容のポイントについて資料を用いて説明された。

また、今後の課題として、西宮市内での発達障害児・者への支援の体制や組織につい
て、整理の必要性があるということが質疑応答の中で出された。
⑶　「子どもの発達」を学ぶ会2010の評価と今後の計画

₂₀₁₀年はペアレント・トレーニングを中心に、専門職者がどのようにして家庭・親（保
護者）へアプローチしていけるのか考える機会を持った。

参加者は、主に西宮市の保健師、保育士、療育施設の職員であった。子どもに関わる専
門職の方々が、子どもだけではなく、親にどのように関わっていくのか、また、親がどの
ように変わっていけば、子どもにとってより快適な環境を用意できるのか考える機会を提
供できた。

子どもの育ちと学びをつないでいくには、さらに学校現場の理解が必要である。次年度
は、育ちと学びをつなぐということを念頭にどのような支援が可能か考えたい。

注
１）　 ただし、中にはいいところを次々に書ける人もいる。講座の運営上は、そういう

人が流れをかき回してしまうことがありえるので、注意する必要がある。また他
にも、精神疾患が疑われるような人が入っていて、話し出すと止まらなくなって
しまうなどの事態が起こると、進行が難しくなることもある。最初の時点で、ど
のような参加者がいるのかよく見極めることが必要で、進行にあたってもペアレ
ント・トレーニング内での話題に制限するなどの枠をつける工夫が必要である

２）　 発達障害を持つ子どもたちは、このような暗黙の謙遜のルールを理解・実行する
ことが難しい場合が多いことにも同時に留意しなければならないだろう。

３）　 発表を求められると、書けていないのにその場で考えて長々と話すことがある。
このように答えることができている場合でも、書けていないことを指摘する。文
章化して人に伝えることは、難しいことだということを、母親自身に実感しても
らうことで、普段子どもに難しいことを要求しているのだと知らせる意味もあ
る。また、宿題としてワークブックを書いてきてもらうことで、毎日計画的に課
題をこなすことは難しいということも併せて指摘することができるだろう。
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４）　 進行上は、母親自身のいいところを発表してもらうことから始める。回を重ねる
と「この講座に来ていること」がよく出てくるようになる。「お花に毎日水を遣っ
ている」など、とにかく小さなことでよいので、毎日継続していることを出して
もらうようにする。

５）　 ペアレント・トレーニングを実施するとき、講義をしているだけでは単に聞きま
した、というだけになってしまう。動機づけを維持していくために、ペアを作っ
て話をしたり、ロールプレイングをしてみるなどで、経験を共有するのは有効で
ある。ただし、参加者が他者との交流に耐えられる人たちであるかどうかには、
十分注意を払う必要がある。

Ⅳ．研究業績（2010年）

⑴　論文
１）　 Kawaguchi, H., Murakami, B., & Kawai, M.（₂₀₁₀）Behavioral Characteristics of 

Children with High Functioning Pervasive Developmental Disorders during a 
Game. Journal of Epidemiology, ₂₀（Suppl ２）, S₄₉₀-S₄₉₇.

２）　 河合優年（₂₀₁₀）母性を引き出す新生児行動．周産期医学，₄₀（₁₂），₁₇₅₂-₁₇₅₅．
３）　 河合優年・難波久美子・佐々木惠（₂₀₁₀）武庫川女子大学教育研究所／子ども発

達科学研究センター　₂₀₀₉年度活動報告　武庫川女子大学教育研究所研究レポー
ト，₄₀，₈₂-₁₂₉.

４）　 Kawai, M., Namba, K., Yato, Y., Negayama, K., Sogon, S., Yamamoto, H. & Japan 
Children’s Study Group（₂₀₁₀）Developmental trends in mother-infant 
interaction from 4-months to ₄₂-months: Using an observation technique. Journal 
of Epidemiology, ₂₀（Suppl ２）, S₄₂₇-S₄₃₄.

５）　 Yamakawa, N., Koike, H., Ohtani, N., Bonno, M., Tanaka, S., Ido, M., Komada, Y., 
Kawai, M., & Yamamoto, H.（₂₀₁₀）Mission in Sukusuku Cohort, Mie: Focusing 
on the feasibility and validity of methods for enrolling and retaining participants.  
Journal of Epidemiology, ₂₀（Suppl ２）, S₄₀₇-S₄₁₂.

６）　 Yamakawa, N., Koike, H., Ohtani, N., Bonno, M., Tanaka, S., Ido, M., Komada, Y., 
Kawai, M., & Yamamoto, H.（₂₀₁₀）Mission in Sukusuku Cohort, Mie: A Study 
Focusing on the Characteristics of Participants and the Mental Health of the 
Mothers Raising Children. Journal of Epidemiology. ₂₀（Suppl ２）, S₄₁₃-S₄₁₈.

７）　 Yato, Y., Tanaka, D., Shinohara, R., Sugisawa, Y., Tanaka, E., Tong, L., Yamakawa, 
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N., Anme, T., Kawai, M., Maeda, T. & Japan Children’s Study Group（₂₀₁₀）
Infant Responses to Maternal Still Face at 9 Months predict Social Abilities at ₁₈ 
Months.  Journal of Epidemiology, ₂₀（Suppl ２）, S₄₃₅-S₄₄₀.

⑵　学会発表
１）　 河合優年・難波久美子（₂₀₁₀）母子のコミュニケーション・パターンの発達的変

化（２）―― KIDS 得点との関連――．日本発達心理学会第₂₁回大会論文集
P.₃₆₁．（神戸国際会議場，３月）

２）　 難波久美子・河合優年（₂₀₁₀）母子のコミュニケーション・パターンの発達的変
化（１）――おもちゃを介した母子相互作用場面の表情・視線・発声によるパ
ターン抽出――．日本発達心理学会第₂₁回大会論文集 P．₃₆₀．（神戸国際会議場，
３月）

３）　 難波久美子・河合優年（₂₀₁₀）文字なし絵本を用いた母親の読み聞かせの変化
――４ヶ月齢と９ヶ月齢との比較――．日本心理学会第₇₄回大会論文集，P.₁₀₀₈．

（大阪大学，９月）
４）　 小花和 W. 尚子・河合優年・山本初実（₂₀₁₀）唾液中αアミラーゼの日内変動

――測定方法による比較――．日本心理学会第₇₄回大会論文集，P.₄₉₅．（大阪大
学，９月）

５）　 岡崎綾乃・湯川陽子・杉森佐智子・稲田綾子・松田有香・塚本聡子・松原美代
子・真浦則代・小田照美・水上健治・薗潤・難波久美子・河合優年（₂₀₁₀）乳児
後期の母親～すくすく相談会の取り組みについて～　第₄₉回日本公衆衛生学会近
畿地方会　口演・示説要旨集　P．₆₁．（京都テルサ，７月）

６）　 山川紀子・大谷範子・西　知美・森　繁子・難波久美子・河合優年・田中滋己・
山本初実・Japan Children’s Study（₂₀₁₀）乳幼児発達コホート「すくすくコホー
ト三重」における、₄₂か月時の児の評価．　三重母性衛生学会夏季特別講演会．

（三重県立看護大学，７月）
７）　 山川紀子・大谷範子・西　知美・森　繁子・難波久美子・田中滋己・河合優年・

山本初実（₂₀₁₀）乳幼児発達コホートにおける協力者の３歳６か月時の行動観察
評価　第₅₇回日本小児保健学会，P．₁₂₉．（朱鷺メッセ（新潟コンベンションセン
ター），９月）

⑶　掲載・発表予定
１）　 河合優年・難波久美子・佐々木惠（印刷中）子ども研究のこれから　チャイルド・

サイエンス　Vol．6．
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２）　 Obanawa, W. N., Kawai, M. & Yamamoto, H.（投稿中）Diurnal Changes of Salivary 
Alpha-amylase and Cortisol at Preschool: Individual Difference by Self-evaluation 
in Achievement Motivation.

３）　 河合優年・難波久美子・荘厳舜哉・山川紀子・山本初実（発表予定）実験室観察
場面における母子行動と後の社会性発達（１）─観察場面における母子行動の評
価方法の検討─　日本発達心理学会第₂₂回大会発表論文集．（東京学芸大学，３
月）

４）　 難波久美子・河合優年（発表予定）絵本の読み聞かせ場面における母親の発話行
動の発達的変化―４・９・₁₈・₃₀ヶ月の性別の推移―　日本発達心理学会第₂₂回
大会発表論文集．（東京学芸大学，３月）

５）　 Namba, K., Kawai, M.（発表予定）Effects of mother-infant-interaction styles during 
picture-book sharing activity at 9 months of age on subsequent development. 
European Conference on Developmental Psychology. （Bergen, August ₂₀₁₁）.
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友 田　泰 正（ともだ　やすまさ）　　　教育研究所長・教授

論文

共編 　（安東由則と）2010年３月「武庫川学院創立70周年記念シンポジウム」『研究レポート』

（武庫川女子大学教育研究所）第40号、pp.1︲58

学会活動

日本教育社会学会（評議員、2005－現在）、日本社会教育学会、日本教育学会
社会的活動

尼崎市社会教育委員

安 東　由 則（あんどう　よしのり）　　　教授

研究論文

共著 　（植田由紀子と）2010年３月「高校生のデート DV に関する実態調査の分析―予防教育

活動の実践から―」『臨床教育学研究』（武庫川女子大学大学院臨床教育学研究科）第16

号、pp.65︲86

その他の業績

共編 　（友田泰正と）2010年３月「武庫川学院創立70周年記念シンポジウム」『研究レポート』

（武庫川女子大学教育研究所）第40号、pp.1︲58

学会活動

日本教育社会学会、日本高等教育学会、日本子ども社会学会、他
社会的活動

芦屋市社会教育委員

2009年度特別研究の経過報告

テーマ：「女子大学および短期大学に対する期待とその検討」

　　　　 　従来通り、基礎資料の購入と整理、アルバイトを使ってのデータ入力を行った。こ

の特別研究費による研究成果の公表については、当該年度は行っていない。

　　　　 　ただ2009年度には、武庫川女子大学70周年記念事業として「女子大学で学ぶとは」

と題するシンポジウムが行われ、教育研究所の研究員として安東もこれに参加したの

で、その成果を『研究レポート』（40号）に掲載した。本特別研究とシンポジウムは

まったく別々のものではない。これまで行ってきた教育研究所の「女子大学研究」を

基礎として、このシンポジウムが企画された経緯もあり、関連するものである。
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上 地　安 昭（うえち　やすあき）　　　教授

著書

共著 　教育フォーラム『「いのち」の教育』（執筆題目：危機社会を生きるいのちの教育をいか

に）金子書房　2009年８月　pp.36︲46
研究論文

共著 　「移行期不安を訴えた小学６年女子児童への教師カウンセラーによる時間制限カウンセ

リング事例」カウンセリング研究　第42巻　第４号　2009年12月 pp.351︲360

単著 　「学校の特別支援教育：陥りやすい問題点―カウンセラーから見て学校が陥りやすい問

題点―」学校マネジメント　５月号　2009　明治図書　pp.38︲41

共著 　「「保育士用：カウンセリング評定尺度」の開発的研究」　『臨床教育学研究』第16号　

2010年３月　pp.87︲99
学会活動

学会発表

共同 　「教師カウンセラーによる同僚教師へのコンサルテーション事例」日本カウンセリング

学会　第42回大会　（長崎：活水女子大学）　2009年８月18－20日

共同 　「看護師のコミュニケーションスキルトレーニングプログラムの実践的研究」日本カウ

ンセリング学会　第42回大会（長崎：活水女子大学）2009年８月18－20日

学会役職

　　日本カウンセリング学会理事

　　日本カウンセリング学会編集委員会常任理事

　　日本生徒指導学会理事

　　日本ブリーフサイコセラピー学会相談役
教育活動

大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター運営委員

日本カウンセリング学会理事

産業カウンセラー資格認定評価専門委員（日本産業カウンセリング協会）

独立行政法人教員研修センター講師「管理職・中堅教員研修講座」（茨城県つくば市）

兵庫県立こどもの館講師「家庭教育相談員養成講座」

姫路市立生涯学習大学講師

兵庫県立神出学園運営協議会委員
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河 合　優 年（かわい　まさとし）　　　教授

研究論文

共著 　2009年９月「Contribution of Parenting Factors to the Developmental Attainment of 

9-Month-Old Infants : Results From the Japan Children’s Study」『Japan Epidemiological 

Association』　19（６）　pp.319︲327

共著 　2010年２月「Mission in Sukusuku Cohort , Mie : Forcusing on the Feasibility and Valid-

ity of Methods for Enrolling and Retainind Participants」『Supplement to Journal of Epi-

demiology』　20（２）　pp.407︲412

共著 　2010年２月「Mission in Sukusuku Cohort , Mie : A study Focusing on the Characteris-

tics of Participants and the Mental Health of the Mothers Raising Children」『Supplement 

to Journal of Epidemiology』　20（２）　pp.413︲418

共著 　2010年２月「Developmental Trends in Mother-Infant Interaction from 4-months to 

42months:Using an Observation Technique」『Supplement to Journal of Epidemiology』20

（２）　pp.427︲434

共著 　2010年２月「Infant Responses to Maternal Still-Face at 9 Months predict Social Abili-

ties at 18 Months」『Supplement to Journal of Epidemiology』　20（２）　pp.435︲440
その他研究業績

シン ポジスト　単独　2009年６月「現代の育成期家族をめぐる看護実践の先駆的試み」第11回

日本母性看護学会学術集会

講演 　単独　2009年６月「日本の子育て文化」大阪市私立保育園連盟研修部

講演 　単独　2009年７月「子どもの育ちとそのメルクマールについて」西宮医師会学術講演会

シン ポジスト　共同　2010年３月「子どもの社会性はどのように育つか」子ども学　2010　第

12号

学会活動

共同 　2009年８月「母子相互作用のパターンが子どもの社会性の発達に与える影響について

（３）マイクロ分析による４・９ヶ月・18ヶ月児の行動カテゴリーの発達的傾向について」

日本心理学会第73回大会　ポスター発表

共同 　2009年８月「児の言語・社会性発達と母親の発話・育児ストレスとの関連―４ヶ月齢に

おける字のない絵本を介した母子相互作用場面を用いて―」日本心理学会第73回大会　ポ

スター発表

共同 　2010年３月「母子のコミュニケーション・パターンの発達的変化（１）―おもちゃを介

した母子相互作用場面の表情・視線・発声によるパターン―」日本発達心理学会第21回大

会　ポスター発表

共同 　2010年３月「母子のコミュニケーション・パターンの発達的変化（２）― KIDS 得点との

関連から―」日本発達心理学会第21回大会　ポスター発表
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社会的活動

「道徳教育用教材活用支援事業有識者会議」委員　文部科学省初等中等教育局教育課程課教育

課程第１係

「子どもの徳育に関する懇談会」委員　文部科学省初等中等教育局児童生徒課企画係

「学校支援地域活性化推進委員会」委員　文部科学省生涯学習政策局

「県立芦屋国際中等教育学校教科用図書選定委員会」委員　県立芦屋国際中等教育学校

2009年度特別研究の経過報告

テーマ①幼児期のストレス反応に関する研究

　　　　 　本研究は、平成18年度に開始され、ストレスがどのようなリズムを持っているの

か、幼稚園や保育園での行事や家庭環境とどのように関係しているのかなどについ

て、定量的研究を行ってきた。平成21年度で研究は終了したが、そのノウハウは三

重・西ノ宮のコホート研究に実装されている。これまでの研究結果は、小花和　W. 尚

子、河合　優年、山本初実の共著として、Diurnal Changes of Salivary Alpha-amylase 

and Cortisol at Preschool: Individual Difference by Self-evaluation in Achievement 

Motivation として、Developmental Psychobiology に現在投稿されている。

テーマ②西宮市における発達コーホート研究

　　　　 　西宮市におけるコホートは、武庫川女子大学におけるパイロットグループ56組の母

子と、全市を対象とした10ヶ月児およそ5000名の全数調査からなっている。観察群は

20年度に３歳半となり、調査票、行動観察等の分析がすすめられている。これまでの

結果は、日本心理学会、日本発達心理学会、西宮市医師会等で報告されている。

上 田　孝 俊（うえだ　こうしゅん）　　　准教授

著書

監修　2010年３月『郷土をつくった偉人事典』、PHP 研究所、全103頁

研究論文

単著 　2009年８月「民俗学的な視点からの子ども観への接近」『臨床人間関係論研究』第１号、

pp.53︲62、武庫川女子大学教育研究所生徒指導研究室

単著 　2009年８月「動的知の獲得の意味」『臨床人間関係論研究』第１号、pp.63︲66、武庫川女

子大学教育研究所生徒指導研究室

単著 　2009年10月「寄り添われる学習体験が子どもを支える」『学校運営』№579、pp.20︲23、

学校運営研究会

単著 　2010年３月「反抗の教育的意味―文部科学省「平成20年度児童生徒の問題行動等生徒指

導上の諸問題に関する調査結果（暴力行為、いじめ等）について」の検討をとおして―」

『臨床教育学研究』第16号、pp.1︲13、武庫川女子大学大学院臨床教育学研究科
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学会活動

所属学会： 全国社会科教育学会、日本教育学会、日本教師教育学会、武庫川臨床教育学会（事

務局長、2008年９月～）

社会的活動

西宮市立浜甲子園中学校、滋賀県日野町立桜谷小学校などの校内研究会へ研究協力

西宮市青少年問題協議会副会長（2009年６月～）
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武庫川女子大学教育研究所研究レポート
掲載論文総目次（過去10号分）

第31号～第40号

◇第31号（2004年３月）

〈特集〉大学における教職課程

高等教育カリキュラム開発研究への教育学的アプローチ

―大学教職諸課程の構造的連結化論の探究―   （前原健三） 　　 １－ 31

教職課程へ「心の教育」を取り入れる意義とその検討

―「生徒・進路指導」と「教育相談」をめぐって―   （西井克泰） 　　 33－ 48

私立大学における入試倍率の規定要因分析（Ⅱ）

―1990、1995、2000年の比較分析―   （安東由則） 　　 49－ 65

現代心理学研究におけるセールス・ポイントの推移（その１）

―自分史のアカデミック面に代えて―   （祐宗省三） 　　 67－ 83

◇第32号（2004年７月）

〈特集〉教育研究所創設20周年記念号

最近４半世紀における日本教育の動向   （新堀通也） 　　 １－100

私立大学における入試倍率の規定要因（Ⅲ）

―1990、1995、2000年度入試の地域比較―   （安東由則） 　　 101－128

◇第33号（2005年３月）

〈特集〉新堀通也先生退職記念号

わが研究の軌跡

―ある教育研究者の「自分史」―   （新堀通也） 　　 １－ 71

現代心理学研究におけるセ－ルス・ポイントの推移（その２）

―自分史のアカデミック面に代えて―   （祐宗省三） 　　 73－ 95

「生徒・進路指導」における体験的学習の展開

―教職課程科目へ「心の教育」を取り入れた授業の実際―   （西井克泰） 　　 97－114

GPA の効果的運用に関する検討（その１）

―アメリカにおける GPA の現状―   （出野　務・安達一美） 　　 115－128
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“理科嫌い”であった学生が受けた理科授業の印象

―女子大学学生と共学大学学生の比較―   （出野　務） 　　 129－137

日本の女子大学に関する研究（Ⅰ）

―戦後における女子大学の創設と変化の概観―   （安東由則） 　　 139－164

◇第34号（2005年11月）

〈特集〉GPA の運用検討

GPA の効果的運用に関する検討（その２）

―わが国の大学における GPA 活用の事例―

  （出野　務・安達一美・稲積包則） 　　 １－ 14

GPA の効果的運用に関する検討（その３）

―武庫川女子大学・同短期大学部における成績評価としての GPA の実態―

  （出野　務・安達一美・稲積包則） 　　 15－ 25

現代心理学研究におけるセールス・ポイントの推移（その３）

―自分史のアカデミック面に代えて―   （祐宗省三） 　　 27－ 38

女子大学および女子学生に関するデータと解説

  （安東由則・藤村真理子・大竹綾子） 　　 39－110

◇第35号（2006年３月）

〈特集〉女子大学の現状と課題

女子大学の現状と今後の課題

―河合塾・滝紀子先生を招いての研究会記録―   （友田泰正・安東由則） 　　 １－ 38

女子大学学生寮に関する研究（Ⅰ）   （小林　剛） 　　 39－ 71

戦後における女子大学・女子学生関連文献目録集

  （安東由則・鎮　朋子・末吉ちあき） 　　 73－111

◇第36号（2006年11月）

〈特集〉新堀通也先生退職記念最終講義／女子大学研究

教育研究の60年

―分析図表の提唱―   （新堀通也） 　　 １－ 35

「女子大学」に関する女子学生の意見調査

―2005年度武庫川女子大学４年次生アンケートから―

  （安東由則・藤村真理子・難波満里子） 　　 37－ 84

35年間における私立女子大学の偏差値推移
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―文学系学部と家政系学部の事例から―   （安東由則・末吉ちあき） 　　 85－116

日本の女子大学に関する研究（Ⅱ）

―クラスター分析による分類の試み―   （安東由則） 　　 117－130

GPA の効果的運用に関する検討（その４）

― GPA による成績上位者と下位者の実態―

  （出野　務・安達一美・稲積包則） 　　 131－139

◇第37号（2007年３月）

〈特集〉女子大学研究

アメリカにおける女子大学の現状と津田塾大学の取り組み

  （髙橋裕子）（友田泰正・安東由則編） 　　 １－ 21

女子大学に個性を

―生き残りへの挑戦―   （内田伸子）（友田泰正・安東由則編） 　　 23－ 39

女子大学インタビュー安東由則（編）

 （藤女子大学・昭和女子大学・津田塾大学・東京女子大学・広島女学院大学） 　　 41－154

武庫川女子大学に関する保護者への意見調査

―2006年度４年次生保護者アンケートから―

  （安東由則・藤村真理子・難波満里子） 　　 155－196

女子大学学生寮に関する研究（Ⅱ）   （小林　剛） 　　 197－211

ターミナルケアから学ぶ生と死

―ユーモアのすすめ―   （アルフォンス・デーケン） 　　 213－232

◇第38号（2008年３月）

〈特集〉教育の潮流／女子大学研究

教育の潮流観測

―最終講義資料―   （新堀通也） 　　 １－119

女子大学の自己像

―大学案内パンフレットと自己点検・評価報告書の分析から―

  （安東由則・鎮　朋子） 　　 121－156

女子大学学生寮に関する研究（Ⅲ）

― 在寮生の保護者・退寮生・在寮経験をもつ卒業生への意識調査を中心に―

  （小林　剛） 　　 157－183
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GPA の効果的運用に関する検討（その５）

―１年次から２年次への GPA の変化―

  （出　野務・安達一美・稲積包則） 　　 185－194

◇第39号（2009年３月）

〈特集〉女子大学に関する調査の比較

「女子大学」に関する意見の因子分析

―女子学生への調査と他大学調査との比較―   （安東由則） 　　 １－ 29

明治期における中学校校友会の創設と発展の概観   （安東由則） 　　 31－ 57

新堀通也寄贈図書目録   （新堀通也） 　　 59－110

◇第40号（2010年３月）

〈特集〉女子大学で学ぶとは

武庫川学院創立70周年記念シンポジウム   （友田泰正・安東由則編） 　　 １－ ２ 

女子大学だからできること

―女性を伸ばす〈学び〉の環境―   （髙橋裕子） 　　 ３－ 30

卒業生によるパネルディスカッション   （本学卒業生） 　　 31－ 58

女子の大学進学に伴う諸効果に関する考察

―広義の人的資本論によるアプローチ―   （西尾亜希子） 　　 59－ 81

武庫川女子大学教育研究所／子ども発達科学研究センター活動報告

  （河合優年・難波久美子・佐々木惠） 　　 83－129
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